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先の論文では、 Na七hanielHaw七horneの TheScarlet Letterの演劇的特性に着目
し、そのドラマツルギ…の原型が、従来言われていたようにギリシア悲劇というよりは、むしろブレ
ヒトの叙事的演劇に求められることを突き止めた。そこで当論文では、 TheBli thedale 
Romanceに対しでも開様の観点から論考を行い、まず最初にその演劇性を具体的に検証すること
を試みた。その結果、当作品は依然として演劇性を保ちながらも、頻繁に過ぎる場面転換やナレー
ターによる説明過多など、 TheScarlet Letterに比して総体的に後退した感を否めないこと
が分かつた。そこで次に、当作品で後退した演劇性はギリシア悲劇的特性なのか、それともブレヒト
演劇的特性なのか考察を加えた。するとギリシア悲劇的な運命悲劇の側面は弱まり、自由な作品解釈
の余地を大きく残して、観客自らによる批判的判新を期待するブレヒト演劇的側面は逆に強まってい
ることが明らかとなった。元来日aw七horneはギリシア悲劇的感情同化型ではなく、ブレヒト演劇
的感情異化を本領とする作家であった。とすると、 TheScarlet Letterならぬ The
Bli thedale Romanceにおいてこそ、 Haw七horneの作家的資質が十全に発揮されたと評する
ことができょう。
序
Na七hanielHaw七horneの代表作 TheScarle亡Letterはその演劇性についてしばしば取り
沙汰されるが、 TheBliとhedaleRomanceもそれに劣らず、演劇との深い関わりが様々に議論を呼
ぶ作品である。例えば、 DonaldKayはMalcolmCowleyの "FiveAc七sof The Scarlet 
Letter"に倣って、 TheBliとhedale Romanceを五幕物の劇になぞらえ、 "FiveAcヒsof 
TheBliとhedale Romance "をものしている。I それ以タトにも、 TheBliとhedale Romanceに
演劇的趣向を見て取る論者は、 FrankDavidson、MauriceA. Crane、DouglasHill、
Terence Marヒin、FfrangconLewis、NicholasO. paganなど枚挙に暇がない02あるい
はJohnO.Rees， Jr.やwilliamE. Gran七は Shakespeareの劇作品との関連性に在自し
て、前者は AnとonyandCleopatra、TheTempest、AsYou Like Iとに、後者は Hamlet
にそれぞれ TheBl i thedal e Romanceの源流の一つを求めている 03
これほどまでに議論の対象とされているならば、最早これi立、上 TheBli thedale Romanceに見
られる演劇性を検討してみたところで、屋上屋を架すことにしかならないと懸念する向きもあるかもしれ
ない。しかしよ記の論文の多くは、作中に劇に関わる用語やメタファーが多用されていることを主たる摂
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拠として、 TheBli thedale Romanceと演劇との関わりを論じており、同作品に顕著な演劇的構成
や手法について具体的に言及した例は意外なほど少ないo Kayの論考はその典型で、 The
Bliとhedale Romance全体を五幕二十二場に分けたはよいが、ではなぜ戯曲になぞらえる必要が
あったのかとなると、それらしい説明が見当たらない。また TheBl i thedal e Romanceと
Shakespeare作品との影響関係を指摘した ReesやGran七にしても、ただテーマや人物造型やス
トー 1)_展開の一部に関連性を見て取ったに過ぎず、作品全体を規定するドラマツルギーの原型を探求す
るには至っていない。
そこで当論文では、まず最初に TheBli thedale Romanceの有する演劇的特性に具体的検討を
加え、次にいかなる種類の演劇に擬するのが最も相応しいか考察してみたい。単にこの作品をあるがまま
に小説として読むだけでなく、頭の中にしつらえた舞台の上で、ドラマに仕立てて上演してみせること
で、これまで気づかなかった新たな可能性が見えてくることを期待したい。
作中に演劇を想、わせる用語や表現が頻出することをもって、それだけで TheBli thedale 
Romanceが演劇的結講を有するとはとうてい断じがたい。そこで以下に大きく四点に絞って、この作
品に付臆する演劇的特質を挙げておきたい。
まず第一に、 Haw七horneのすべての長篇小説に共通する特殻であるが、 な登場人物の数がきわ
めて限られている。そして誰が主人公とははっきり決めがたく、作品のテーマをどう捉えるかによって、
主人公も虫ずと替わってくる点も、他の三つの長篇と共通している。 TheBliとhedale Romanceの
主役候補として、 Coverdale、Zenobia、Hollingswor七h、Prisci工 aの四人を挙げること
ができょう。これに物語の推移に重要な影響を与える人物として OldMoodieとWes七erve工七を加
えた計六名が、メイン・キャラクターと考えられる。その他、脇役としてブライズデイル農場への参加者
などが登場するが、彼らは SilasFosヒer夫妻以外は名前も知られておらず、また性J格付けもなされ
ていない。彼らはもっぱら事件の国外に置かれていて、六人の主要資場人物の行動やストー 1)ーの展開に
まったく影響を及ぼすこともなく、およそ脇役の名にさえ値しない。上記の六名は自分たちだけで完結し
たー屈を形成しており、ただ被らの開で、の人間関係の変化によってのみ物語は成立している。
演劇では多くの場合、舞台に受場する主だ、った人物の数を限る領向にある。というのも、小説ならば資
場人物の名前や人間関係が分からなくなっても、読者は前のページに立ち返って読み産すことができる
が、 i京劇では観客の自の前でドラマがどんどん進行していってしまうため、後戻りがきかない。そこで芝
においては、いたずらに観客を混乱させない配曜から、主要登場人物の数が多過ぎることが戒められ
る。また、劇中人物は明確な性格付けがなされなくてはならない。小説ならば作者が登場人物の性格
を尽くしてこまごまと説明することもできょうが、劇の査場人物は繊細鍛妙な性格の描き分けに向いて
おらず、観客に一日で見分けがつくことが求められる。というのも、観客が舞台上の人物の性格を知るに
は、彼らの台詞とアクションしか手掛かりがないからである。実際、 TheBl i thedal e Romanceの
主要人物六名は、現実に生きている人間にはとてもありえないほどにくっきりとした性格付けがなされて
おり、作り物めいた印象を避けられない。更には、彼らの性格は対部的に作られていて、そのコントラス
トを通して互いのキャラクターの違いが鮮やかに際立たせられる。その典型を Zenobia対
Priscilla、Hollingswor七h対Coverdaleの関係に見て寂ることができょう。
に、時間と場所の圧縮という点が挙げられる。演劇はその性格上、時間的・空間的制約カf付き物で
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ある。つまり芝居では上演時嵩や舞台装量の都合から、一連の出来事のすべてを観客の前で演じてみせる
ことは事実上不可能である。またたとえ可能だとしても、あまりに頻繁に場面転換が行われては、観客が
その日まぐるしさについていけず、混乱を招くばかりである。そこで必然的に舞台にのせることのできる
場面の数は限られてくる。
The Bl i thedal e Romanceは通常の小説のように、事件の進展につれて、場面がその後を追って
いくという形をとらず、逆にまず最初に場面が設定されていて、そこに登場人物が姿を現し、事件を演じ
てみせるというスタイルとなっている。つまり流れていくストーリ…ではなく、新片的なシーンの集合体
から物語は組み立てられている。そしてKayの論文に従えば、 TheBli thedale Romance は
ニートニ場に纏めることができる。二十二場といっても、第一幕第二場、第三場、第四場は向じブライズデ
イjレの農家の炉辺が舞台で、時間的にもほぼ一貫している。場面に立ち現れる人物は入れ替わっても、場
景は変わらない。第二二幕第一場、第二場、第三場についても同様で、時間的に少しのずれはあっても、
間的には Coveどdaleの病室に回定されている。その舞台セットに次々と異なる人物が登場し、自らに
割り掠られたアクションと台詞を終えると、また舞台から去っていくというパターンが繰り返されるJ
第一場では託ollingswor七hとZenobiaが、第二場では Pどiscillaが、第三場では再び、
Hollingswor七hが、それぞ、れCoverdaleの病気を見舞いに訪れる。あるいは森の奥にある「エ 1)
オットの説教壇Jも二つの場で舞台に使われている。その場に登場するメンバーの顔触れは同じでも、
ニつのシーンは著しく異なる状況の下に設定されており、その対照の妙が二度と帰らぬ時の涜れの残留告
さを観る者に印象づける。すなわち…度自の第三幕第五場では、 Coveどdale、Zenobia、
Ho工lingswor七h、Priscillaの四人が時に意見を対立させながらも楽しく語り合い、その仲睦ま
じさを見せつけるが、二度目の第五幕第二場では、同じ鴎人が互いにとげとげしく非難の言葉を投げつけ
合い、最早かつての親密さは取り麗しょうもない。同じ場景を異なるコンテクストで用いて、両者の相違
を対比的に浮かび上がらせるというやり方は、既に TheScarle亡Letとerのさらし台の場面でお馴
染みである。
ーに、登場人物関の対立・葛藤が物語の基本的構閣を支えている点を指捕したい。ドラマがその名の
通りドラマチックであるためには、対立・葛藤は欠かせない要素である。対立・葛藤の最も一般的な形
は、個人対髄人の闘いである。一口に闘いといっても、自に見える外面的なものもあれば、外から隠れ
た内面的なものもあるが、 TheBl i thedal e Romanceのように活劇的アクションに乏しい作品に
あっては、内的・心理的葛藤が中心となる。 Zenobiaは地の主要登場人物五人とそれぞ、れに対立し
ており、それ以外にも Hollingswor七h対Coverdale、Hollingswor七h対Wes七ervel七、
Coverdale対Wes七ervel七などの敵対関係が見られる。対決する相手は外部にはおらず、己自身が
闘うべき散である場合も稀ではない。この翻いにおいては自らの心の中が戦場となり、ある意味で個人対
他人の争い以上に織烈を極める。 Coverdale、Zenobia、Hollingswor七h、Moodieらの絢の
中では、外自にはそれと見えずとも、己のエゴと人間的良心との伺で凄まじい対立・葛藤が渦巻いている
ことは容易に察せられる。
劇において儲う相手は必ずしも個人とは浪らない。事実、 TheScarlet LetterではHes七erた
ちはピューリタン社会の宗教的・道徳的な偏見や密習とも闘わねばならなかった。しかし The
BliとhedaleRomanceの場合、社会との闘争は努めて作中から排除されている。もちろんプライズ
デイル農場はそれこそ正真正銘のユートピア社会で、そこには何の問題も存在しないというわけではな
い。生身の人爵が創った社会であるからには、プライズデイルとて幾多の欠簡を免れないが、物語の中で
はそれらの問題は捨象されている。またアナーキズムでないからには、ユートピアにはユートピアなりの
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規則があるはずだ、が、偲人的欲求と社会的規制との徳突が描かれることもない。向じく、プライズデイル
の住人たちは辞むと貯まざるとにかかわらず、ユートピア社会の外にある一般社会と対立関係に寵かれる
ことになるが、そのこともほとんど触れられていない。
そして第四点冒として、 TheBl i thedal e Romanceはそのストーリーが漬劇的に組み立てられて
いるということが雷える。時間的・空間的制約の大きい劇作に捺しては、ある程度形式化が行われること
は避けがたく、そこで起承転結のパターンがしばしば用いられる。 TheScarlet Le亡とerの場合と
両様、 TheBli亡hedale Romanceにも起承転結の図式を当てはめることは比較的容易である。
Kayによる幕分けを利用させてもらうと、「起jの部分は第一幕全体ということになろう。これは
Haw七horneのテキストの業分けに従えば、第一家から第五章までに該当する。物語の出だしはいたっ
て穏やかで、、 f張り手型Jというよりは、おもむろに話が開始される「撫で型jの導入部と見るのが妥当
であろう。しかし、早くもここに一つの謎が提示されており、読者の好奇心を巧みにそそりつつ、速やか
にドラマの中へと導いていく働きをしている。つまり第一幕第一場では、 OldMoodieが夜道で
Coverdaleに話しかけ、何か頼み事のありそうな素振りを見せるが、相手の気乗りなげな様子を自に
して、結局窓閣を明かすことなく去って行く oMoodieは果たして何の自的でCoverdaleを待ち受
けていたのか、謎として残される。
「起Jには、読者が登場人物の相互関係を明瞭に理解し、また今後のストーリー農開を予見することを
手助けする役割があるが、続く第一幕第二、第三、第四;場がそれに相当しよう。この場面はプライズデイ
ルの農場の居間が舞台となっており、ここに主要登場人物の中でもとりわけ重要度の高い
Coverdale、Zenobia、Hollingswor七h、Priscillaの西人が次々と集まってくる。ここで四
人全員の顔見せが行われ、その経歴や性格が手際よく紹介される。早くも彼らの関には、思惑や気質の違
い等に起因する不穏な空気が流れ、いずれ出来せずにはおかない波乱が予感される o Hol工ingswor七h
カ'priscillaを{半っていること治、ら、 Moodieカ'Coverdaleのイtわりに日ollingswor七hに
priscillaの開行を依頼したことが判明するが、ではなぜ彼女をプライズデイルに連れてくる必要が
あったのかという謎が、ここに新たに生まれてくる。
「起Jに続く「承Jの部分は、第二幕第一場から第四幕第四場までで、小説では第六章から
に当たる。何しろ「承jは作品全体の70パーセント近くにも及ぶ長了場なので、単調さに陥らぬため、
次々と事件を生起させ、なおかつ適当なチェンジ・オブ・ベースが要求される。「承Jで起こる出来事を
列挙していけば、 Coverdaleの病気、 Moodieのブライズデイル訪問、 Wes七ervelヒのプライズ
デイルへの侵入、 Zenobiaによる f銀色のヴェールjの物語、「エリオットの説教壇」での議論、
日ollingswor七hによる犯罪者更生施設建設計画への参加要請に対ーする Coverdaleの拒絶、
Coverdaleのプライズデイル出立、何での CoveどdaleとZenobia一行の謹退、居酒屋での
Coverdaleによる Moodie探索、 Moodieが語る Faunヒleroyの挿話、村の公会堂における
日ollingswor七hのPrisci工 a救出と続くことになる。そこには大小様々な出来事ーが含まれてい
て、その各々のエピソードがストー 1)ー全体の中で占めるウェイトに応じて、物語の緊張が高まりもすれ
ば緩みもするが、大きな流れとしては上昇方向にある。
この「承」の部分では、 f起」で示された謎が解明されるどころか、逆に新たな疑問が続々と生じてくる。
例えば， priscillaとZenobiaはいカミなる関イ系にあるのカヘ Hol工ingswoど七hとZenobiaカf
ユートピア農場に参加した真の狙いは持か、 Moodieはなぜ、ブライズデイルを訪ねてきたのか、
Wes七ervel七とは侍者か、彼は Zenobiaとどのような話を交わしていたのか、何の自的で
ZenobiaとWes七ervelとは Priscillaを町に連れ出したのか、その食みに日ollingswor七h
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はどこまで関与しているのか、どのような経緯で日ollingswor七hはPriscillaを助けに村の公
会堂にやってきたのかなどなど、謎は尽きない。物語の進行につれて、一部の疑問には答えが与えられて
いくが、その解き明かされた謎がまた加の謎を生み、何か恐ろしいことが起こりそうな予感と不安は、次
の「一転jの部分へと持ち越されていく。
ドラマの山場をなす「転Jは、第五幕第一場から第五幕第三場、つまり Coverdaleがブライズ
デイルに民ってから、 Zenobiaの遺体が発見されるまでのほほ一昼夜の出来事に相当する。ここま
で様々に絡み合って、徐々に高まってきた葛藤が、ついにその頂点へと昇りつめ、もうこれ以上堪え切
れなくなって、破裂へと至るのが「転Jである。第五幕第二場で、 Coverdale、Zenobia、
日ollingsworヒh、Prisci工laの四人が「エリオットの説教壇Jに集まり、激しい口論を繰り広げ
る。中でも ZenobiaとHollingsworヒhは体裁や礼節の仮面をかなぐり捨て、これまで秘してきた
内奥の葛藤を一気に顕在化させる。二人は離悪な真実を暴露し、エゴを剥き出しにして、互いに容赦なく
傷つけ合う。 Hollingswor七hへの愛に破れた Zenobiaは、夜の)1 ~こ身投げして果てる。
最後の「結Jは、 Kayが第五幕第四場とエピローグに割り当てた箇所、つまり小説では第ニ十八章と
ニ十九主主に当たる。「転jで切れ切れとなった物語の糸をもう一度撚り合わせ、然るべき幕切れへと静か
に導いていくのが「結」の役目である。ここで事件の顛末や主主場人物のその後にさりげなく言及がなされ、
すべてが収まるべきところに収まってこそ、観客は安心して席を立つことができる。墓地での Zenobia
の埋葬シーンと、その後十数年を経て、 CoverdaleがHollingsworヒhとPriscil工aに再会す
るシーンは、「結」としての機能を十分に果たしており、読者の好奇心を大いに満足させてくれる。また
「結jではテーマの定着を留りつつ、そこはかとない余韻を残すことが求められるが、この点でも条件は
クリアーされている。既に中年を過ぎた Coverdaleが、歳丹のおぼろな鶏を通して、まだ若かった頃
のブライズデイルの思い出を懐かしむといった趣向は、まさに段目は終わったJという感概を読者に催さ
せる。
2 
以上において、 TheBli thedale Romanceに見られる演患目的特性を四点挙げてみたが、実のとこ
ろTheScarleとleととerに比べて、演劇との類似性が後退しているとの印象が否めないJ現実問題
は加にして、 TheScarlet Leとterならばさして手直しせずとも、このまま劇に使えそうだが、
The Bl i thedal e Romanceを舞台に上げるとなると、幕分けや台詞など大幅な修正や書き増しが必
要な感じがする。そこで実際どこに TheBl i thedal e Romanceの弱さがあるのか、作品に即して
鵡べてみることにしたい。
まず第一に、作部の根本に関わる開題であるが、劇は小説とは異なって、地の文による説明に頼ること
ができず、もっぱら登場人物の所作と台詞によって物語は進行していく o The ScarleとLeととerは
この点にこそ創となりうる最大の利点を有していたが、残念ながら TheBl i thedal e Romanceの
場合、登場人物のアクションと会話を取り出してみても、それだけではとうてい話の筋が繋がらず、ほと
んど意味をなさない。例えば、第二幕第三場では CoverdaleとHollingswor七hがフー 1)エ主義
について議論を行っているが、そのほんの断片が示されているに過ぎず、中身はおおかた不明で、ある。ま
た第三幕第六場では Hollingsworヒhが犯罪者の更生施設を建設する食てに加わるよう Coverdale
を説得しているが、その計聞とはいかなるものか説明されていない。
このような欠陥が生じた原閣のーっとして、作者Haw七horneが物語のナレーターを設定した点が挙
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げられる。本来剰であったならば、登場人物が台詞を通して読者に理解させなければならない事柄が、
The Bl i thedal e Romanceにおいては語り手Coverdaleによる手短な説明で代用されてしまっ
ている。第二幕第三場のフーリエ主義をめぐる議論では、 Coverdale(点、、工 fur七her
proceeded ヒoexplain， as we工 as 工 modes七lycou工d，several poin七sof 
Fourier's sys七em，illus七ra七ing七hemwi七hhere and七herea page or七wo，and 
asking Hollingswor七h's opinion as七o七heexpediency of in七roducing七hese
beau七ifulpeculiari七iesin七oour own prac七ice."とだけ述べて、それであっさり済ま
せているJ第三幕第六場も開様で、犯罪者更生施設建設計簡の内容に関しでは、 Coverda工eのナレー
ション部分に委ねられている。
There can be no need of giving， in de七ail，ヒheconversa七ion七ha七
ensued. 工七 isenough七o say， 七ha七日ollingswor七h once more brough七
forward his rigid and unconqueどableidea; a scheme foど七herefoどma七ion
of the wicked by me七hodsmoral， in七ellec七ual，and indus七ria工， by七he
sympa七hyof pure， humble， and yeヒexal七edminds， and by openingヒohis 
pupils七hepossibi工i七yof a woど七hierlife七han七ha七whichhad become 
七heirfa七e.(13工)
だがこの Coveどdaleの説明さえも、日ollingswor七hが計画を説明したという事実を伝えているに
過ぎず、その具体的内容については相変わらず不明のままである。 Coverdaleは会話の中身について
詳細に伝える必要はあるまいなどと言って、逃げを打っている。
各場面の状況を提示する際にも、ナレーターの説明に頼っていることが多い。その一例として第一幕第
一場を挙げておこう。ここでは Coverdaleが「ヴ、エ…jレの貴婦人jのパフォーマンスを見物した帰り
道、 Moodieから声をかけられた経緯が記されているが、その場の状況を彼は自らのナレーションを通
して読者に甚接語っている。もしもこれが劇であるならば、 Moodieと交わす会話の中で読者に間接的
に伝わるような形をとったことであろう。
もちろん第一幕第二場、第三場のように、そのままでも劇のワン・シーンとして自立できそうな笛所も
なくはない。ここではナレーターによる説明に全面的に頼ることなく、 Coverdale、Zenobia、
Hollingsworth、Priscillaらが交わす会話や所作などによって場面が構成されている。また彼
らの性格もナレーターの言葉によらずして、被らの言動を通して自ずと明らかになる仕組みとなってい
る。だがこのような演劇的なシーンは、あくまで例外に過ぎない。
The Bl i thedal e Romance のi~竜彦U'I主に関わる~~，点として、 に劇的場面設定あるいはタブロー
的シーンの乏しさを指摘したい。 TheScarlet Letterの場合、三三度にわたるさらし台のシーン、
牢獄における Hes七erとChillingwor七hの再会のシーン、森の中での Hes七eどと Dimmesda工e
の逢い引きのシーンなど、印象的な;場面が目白押しであった。 TheScarleとLetterといえば、物
語の筋を思い起こすより先にまずタブローのごとき情景の数々が自の需に浮かんで、くるほどである。とこ
ろがTheBli thedale Romanceとなると、これといった強烈なイメージを残す情景が頭に浮かん
でこない。農家の炉辺でブライズデイルへの参加者たちが話し合う場面、 Coverdaleの病室を友人た
ちが見舞-う場酷、一日の仕事を終えた Coveどdaleたち仲間が話を交わす場面、町の下寝屋に
Coverdaleが Zenobiaたちを訪ねていく場面、 Coverdaleが居酒屋でMoodieを探す場面な
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ど、どれを取っても平凡で、、あまり見栄えがしない。もちろん、絵画的な舞台設定がまったく見られない
というわけではない。 CoverdaleやHollingswor七hがJI底に沈む Zenobiaの遺体を捜す場面
などは、真っ黒なJliIDに映える月明かり、その光の中にシルエットとなって浮かび上がるボート上の捜索
者たちの黒い影、JlI岸に覆いかぶさるように茂る関黒の森など、さながらー轄の絵萌を思わせる。ここに
音響効果として、不気味な静寂の中、かすかに響く波のi揺きとオールの車しる音が加われば、舞台シーンと
して十分通用しよう。あるいは、森の木の上に設けられた Coverda工eの見張り台や、巨大な岩の「エ
リオットの説教壇j等も人自を51く舞台装置となっている。にもかかわらず、視覚的効果の点で The
Bli thedale Romanceが TheScarlet Letterに見劣りする感は否めない。7
第三に、 TheBli thedale Romanceはドラマチック・アイロニーが生み出す楽しみに欠けてい
る。舞台上の登場人物が事の真梧を知らないために誤解や欺騎が生じ、そして事実が明らかとなった時、
彼らが喜んだり悲しんだり怒ったりする様を、前々から事情が分かっている観客が見て楽しむというドラ
マチック・アイロニーの仕掛けは、観劇の醍醐味の一つである。観客はある種の鐙越感を抱きながら、劇
中人物が散々に翻奔された挙げ句、ついに真実に目を開かされるその時を期待をもって待ち受ける。
The Scarlet Leとterは全篇これ、ドラマチック・アイロニーから成り立っているといっても
ではなかった。ドラマチック・アイロニーが生じるためには、観客は劇中の事件全体を見渡せる位置に
っていなくてはならない。ところがTheBli thedale Romanceでは、読者は Coverdaleとい
う一登場人物の読点からしかドラマを眺めることが許されない。その Coverdaleが全知の視点の持ち
ないからには、読者も全知の立場にいることはできない。いや全知どころか、 Coverdaleは他の
査場人物に比べても、ブライズデイルで起こっている出来事やそこで、の人間関係にはなはだ疎いため、読
者の視野も極度に限られることになる。
際、 Coverdaleは他の人々が知っていることの多くを知らずにいる。 Zenobia、
Hollingswor七h、Wes七ervelヒの間で進行中の企みに気づきもしなければ、 Zenobiaと
狂ollingswor七hがブライズデイルにやってきた真の目的も理解していない。また、 Moodieが
priscillaを彼に託そうとした理由も、 ZenobiaとWes七ervelヒの過去の関係も分かっていな
い。 Coverdaleは飽の登場人物に先んじるどころか、逆にその後追いばかりしている。これでは彼と
視点を共有する読者がドラマチック・アイロニーを享受することなどとうてい不可能である。とはいえ、
地の者に先駆けて、 Coverdaleもしくは読者が隠された真相を察知するというケースもなくはない。
Coverdaleは町の居酒屋に出掛けて、実は ZenobiaとPriscillaが姉妹であることを父親の
Moodieから聞き出してくる。このことを当の Zenobiaは知らずにおり、従って読者としてはこの事
実が彼女にどのような形で明かされ、いかなる反応を引き起こすのか、興味をもって待ち受けることにな
る。ところが物語のナレーターである Coverdaleが、真相の暴露される「エリオットの説教壇jのシ
ンに一足遅れて到着したため、読者は筏撃にせよ悲嘆にせよ、 Zenobiaの反応、を自にすることができ
ない。
第四点目として、 TheBl i thedal e Romanceは場数があまりに多くて、場景が目まぐるしく変わ
り過ぎるということが雷える。 Cowleyが TheScarlet Letterを五幕入場の劇と想定したのに対
して、 KayはTheBli thedale Romanceを五幕二十二場に分けている。これだけでも十分多いと
思われるが、厳密に計算してみると、更にシーンの数は増えてしまう。確かに、先に述べて通り、 Kay
は同一の舞台頭で展開するー続きの出来事であっても、そこに登場する人物の組み合わせが変わった時に
は、それを別々のシーンとして数えており、従って実際の場数はもっと減ることになる。しかしその一方
で、 Kayの幕分けの仕方にはいささか大雑把なところがあり、譲数のシーンが一つの場に押し込まれて
138 鈴木 繁
しまっているケースが見受けられる o Kayは小説の第二寧と三章を第一幕第二場に含めて、プライズデ
イルに参集した者たちが農場の居間で語り合う場面としている。しかし実際には、第二章では，馬に乗って
町からブライズデイルへと赴く Coveどdaleの姿が主に描かれている。ということは、 Coverda工e
の旅の様子はもう一つ別の場面を構成することになる。また Kayによれば、第三幕第二場は一日の激し
い労働の後、 CoveどdaleとZenobiaとHollingsworヒhが草地に腰を下ろして話し合う場留と
されている。だが実のところ、仕事を終えた夕方、彼らが話を交わす場景は作中に一度ではなく、ニ度出
てくる。ところがKayは二度目の方は場の一つにカウントしていない。第三幕第四場にしても、
Coverdaleが森の小道でWes七ervel七に出会うエピソードと、 Coverda工eが森の木の上から下
の道を通りかかった ZenobiaとWes七eどve工七の会話を盗み開きするエピソードの二つが含まれてい
る。このこつの出来事は開じ森の中で起こったこととはいえ、場所も時間も微妙にずれており、それを一
括りにするには無理がある。第三幕第五場についても同様で、ここでは「エリオットの説教壇Jでの個人
の話し合いと、その帰り道でCoverdaleとPどiscillaが交わす会話のニっからなっている。
幕第七場となると、より細かい註分けがなされていて、それぞれ時と場所が少しずつ異なる短いいくつも
の場面から出来上がっている。最初に Coveどda工eは食事の席で SilasFos七erに出立の意思を明
かし、次に同じく食卓で Zenobiaと別れの挨拶を交わし、食事が終わった後、今度は Priscilla
との短い遣り取りがあり、続いて農家の戸口でHollingswor七hと出くわすが、互いに無視を決め込
み、最後に豚に別れを告げに行くと、そこで再びSilasと顔を合わせるといった具合である。第五幕第
一場はそれに劣らずめまぐるしい場面転換が行われる。 Coverdaleは農場内をあちこち移動してお
り、これを一つの場に纏めるなど所詮不可能である。 被は最初町から歩いて農場へと向かう途中にあり、
次に農場の様子をこっそり観察するため、森の小道をたどって、木のよの隠れ家に潜り込む。漸くのこと
森を出て、牧場を歩いていくと、仮装行列のー屈に出くわし、再び逃げ込んだ森の中をさまよった挙げ
旬、「エリオットの説教壇Jに偶然たどり着く。最後の第五幕第四場は小説の第二十八主主に当たるが、
Kayはこの場を墓地における Zenobiaの捜葬シーンに限っている。ところが実際には、この索の後半
に非常に重要な出来事がもう一つ控えている。つまり先の場面から十数年を経て、 Coveどdaleが
Hollingswor七hの様子を探りに出掛けており、このシーンなくしてはドラマとして商竜点暗を欠く
というものである。 演劇においては、連続する一連の出来事の中から、ポイントとなるエピソードを選び
出し、それを凝縮した形で提示することで、前後への時間的広がりを持たせることが求められるが、
The Bliとhedale Romanceの場合、場面の絞り込みが甘いと雷わざるをえない。
そして五番目の弱点として、ドラマが定められた悲劇的結末日指して突き進んで、いく勢いや高揚感の乏
しさが指摘されよう。 TheScarleとLeとterにおいては、 Dimmesda工eによる罪の告白をクライ
マックスとすることが、作者と読者の隠の暗黙の了解事項とされており、その終局に向かつて、物語は速
度を加えつつ進行していくというプロットの組み立てとなっていた。この図式を TheBliとhedale
Romanceに当てはめてみると、話のクライマックスは美貌のヒロイン Zenobiaの自殺ということに
なろう。成程、 ZenobiaやHollingswor七hらによる企みが暴露され、彼らの菌室悪なるエゴが白日
の下に贈された後、何事も起こらずに物語の幕が閉じるという展開は考えにくい。皆が仲間割れを起こし
て、そのまま農場から去って行くだけでは、アンチ・クライマックスもはなはだしく、読者は拍子抜けが
しよう。ましてやハッピ…・エンドを賠持する者などまずあるまい。そこで侍らかの破局が訪れることは
薄々感じられようが、それがZenobiaの自殺となると、そこまで予測するのはなかなか難しい。
Roy R. Male 7J'、 ¥¥Hawヒhornede工ibera七e工ywro七e，工 suspec七，七oward七he、big
scene'七ha七hefe工七七obe secure工ywi七hinhis grasp-七hemidnighヒdiscov-
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ery of Zenobia's suicide."と述べて、その結末へと至るストーリーの巧みな伏線の捜用につ
いて論じている通り、確かにこの作品は Zenobiaの死を予示する表現に満ちている 08 Zenobiaは
ブライズデイルで初めて prisci11aと顔を合わせた娩、早くも U 七hisshadowy snow-
maiden， who， precise1ya七七hes七rokeof midnigh七， sha11 me1七awaya七my
fee七， in a poo1 of ice-co1d wa七eど， and gi ve me my dea七hwi七ha pair of we七
slippers! ' "(33)と述べて、 Prici11aが原因となって自分が真夜中に水の中で死ぬことを示唆し
ている。事実、 Zenobiaの遺体が発見された場所は、 "apoo1 . . .七we1veor fif七eenfee七
deep" (232)であった。 Zenobiaは一度目の fエ1)オットの説教壊Jの場でも自らの死を予感させる
を口にし、吏に、、、Themis七rus七anddisapprova1 of七hevas七bu1kof socie七y
七hro七七1esus， as wi七hヒwogigan七ichands a七our七hroa七s!'"(120)と5苦っている。
この問、七hro七七工esus， as wiヒh七wogigan七ichands a七our七hroa七8'"という欝えは、
Hoユ1ingswor七hの臣大な二本の手がZenobiaを窒息死に至らしめることの暗示とも読める。続く
場面でCoverda1eは、心工 wonder，日ollingswor七h，who， of a11七heses七rong
men， and fair women and maidens， is doomed the firs七七odie.' "(130)などと陽気
に軽口をたたいているが、この半ば戯れの言葉が悲しい現実と化して、"'fair women' "の一人が本
当に U 七hefirs七七odie げとなってしまう。 Coverda1eは町の下橋犀で見かけた Zenobiaを
訪問した際、鏡に映った彼女の青ざめた顔を自にして、 "asif a shroud weどearound her." 
(工67)との思いを抱く。再びプライズデイルに帰ってきた Coverda1eは、皆と顔を合わす勇気がな
く、森を歩き由っていた時、深いJlIの淵に出くわし、しばし足をとどめて物思いに耽る。そこで後に
Zenobiaが入水自殺を遂げることになるが、彼はその淵に身を投げた者が過去にいただろうか、その
者は今でも水底に沈んでいるのだろうかなどと陰綾な想橡を巡らす。「エリオットの説教壇Jで
Ho11ingswor七hから有罪宣告を受けた Zenobiaに向かつて、 Coverda1eが慰めの言葉をか
けようとすると、彼女は U 工七 isa11 righ七， or wi11 shor七工ybe s 0 . ' " (224)と応じてい
る。この台詞が読者の心の中に呼び起こした不吉な予感は、続いて彼女がれ、Te11him 
[日ollingswor七h]he has murdered me! Te工1him七haヒ工，11 haun七him!'" (226) 
と述べるに及んで、いよいよ確信へと深められる。 Coverda1eは握った彼女の手の冷たさに、思わ
ず、、、、工七 isrea11y dea七h1ike!'"と叫んでしまい、それに対して Zenobiaは、 n 、The
ex七remi七iesdie firs七.・・・， "(227)と答えている。彼女は修道女になると称して、、、、When
you nex七hearof Zenobia， her face wi11 be behindヒheb1ack-vei1. 
(227-28)と雷っているが、この、、、b1ack-vei1'"は死者の顔にかぶせる屍衣のヴェー jレを連想さ
せる。 Zenobiaが別れを告げて立ち去ると、 Coverda1eはその場に眠り込んでしまう。彼がその時
見た夢の内容は定かでないが、イ可か恐ろしいものだったに違いなく、 "some七ragica1
ca七as七rophe"(228)を迎えて夢がはじけた時、眠りから覚めた彼は全身が震えている。
このようにテキストを注意深く読んでみれば、 Zenobiaの苑を灰めかす言葉が所々にちりばめられ
ていることが分かるが、にもかかわらずストーリ…の自然な帰結として、彼女の自殺を読者の誰もが前
もって予想できたかと関われれば、答えは否定的にならざるをえない。彼女の死を絶対に避けられない必
然と考えることには少々無理がある。また彼女がどうしても自らの命を絶たねばならない合理的な理由も
たらない。二度自の「エリオットの説教壇jの場面まで来れば、彼女が死を決意していることが明ら
かになるが、それ以前には彼女の自殺へと向かうベクトルは見えてこない。
Lewisは、 "C1ear1y，Hawthorne p1anned七henove1 me七icu1ous1y，in order 
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七ha七 eachscene should moveヒowards，and resona七ewiヒh，ヒhec工imac七ic
scene of Zenobia' s dea七h."と論じて、各シーンがクライマックスに向けて響き合いつつ、作
品全体が細心入念に組み立てられているとしているJだがこの評蓄は TheScarlet Leとterにこそ
棺応、しくとも、 TheBl i thedal e Romanceに対しては承臨しかねる節がある。というのも、 The
Bli thedale Romanceは構成の緊密さに欠けるところがあり、冗長で無駄としか思われない部分が
多々見受けられる。例えば第三幕第一場から第二場にかけては、 Coverdale、Zenobia、
Hollingswor七h、Priscillaの剖人が農場で、の仕事の合間に会話が何度か交わすだけで、特にこ
れといった事件の進展は見られない。これらの会話は霊場人物各々の性格や思惑を灰めかしたり、その後
のストー 1)ー展開の伏線になるなど、それなりの役割を来たしてはいるが、読者にしてみれば退屈の感を
否めない。またドラマを先へ先へと進める推進力に欠け、いたずらに停滞感を生じさせている。第四幕第
一場にしても、町のホテルに滞在する Coverdaleが窓から覗き見た情景や、とりとめのない物思いな
どが長々と記されていて、もっと銀く刈り込んでも差し支えないように思える。もちろん、ここでのアプ
ローチが緩やかで、物憂げであるお絵で、それに続く Zenobia発見の事ー実が衝撃を生み、緊迫感を募ら
せるのであるが、果たして各部分が税よい比重をもってバランスを保っているかとなると、いささか疑問
なしとしない。つまるところ、 TheBli thedale Romance はすべてのエピソードがプロットの構築
に必要不可欠な一部として、その展開に資するには主っていない。
The Scarlet Letterでは、姦通の罪の露見を結末として、その幕切れへと向かう物語の流れを
妨げる様々な障害が設けられていた。 Hesヒerは愛する Dimmesdaleを護らんがために、
Chillingwor七hはf菱重警の楽しみを長ヲ!かせるために、それぞれ牧師に罪を明かさせまいとした。そ
して何よりも彼の告白を邪魔立てしていたのは、彼自身の心に巣くう臆病さであった。このようにクライ
マックスを故意に遅らせることで、読者は焦燥の念をかき立てられ、いやがうえにも期待感を募らせてい
く。また樟躍によって-_EL流れが壊き止められたからこそ、それを乗り越えた時、以前よりスピードが増
したように感じられるのである。ところが残念なことに、 TheBliとhedale Romanceには芝居でい
うところの「初日jが見当たらないo Zenobiaの死というクライマックスの成就を妨げようとする者は
誰もおらず、彼女はいとも易々と自殺してしまう。 Coverdaleは虫の知らせを感じはするが、ただ手
をこまねいているばかりで、彼女が死んだ後でいくら騒いで、も、後の祭りである。
3 
このように見てくると、 TheBl i thedal e RomanceはTheScarlet Leととerに比して演劇
性が後退した印象を与えるばかりか、そもそも演劇的と言える資格さえ欠くのではないかと疑われかねな
い。だがここで注意すべきは、 TheBliとhedaleRomanceから薄れた演劇性とは、その多くがギリ
シア悲劇に代表される正統的古典劇としての性格を意味するという点である。上に述べた五つの弱点のう
ち、第三点目、四点岳、五点目の三つは、古代ギリシア悲劇の規矩からすれば、由々しき逸脱と見なされ
よう。第三点目として、 TheBli thedale Romanceにおけるドラマチック・アイロニーの欠如を指
携したが、この手法はソポクレスの fオイディプス王Jに代表されるように、ギリシア悲劇では頻繁に用
いられており、まったく使われていない作品を見つける方が難しいくらいである。第四点目の The
Bl i thedal e Romanceの場数の多さに関しては、ギリシア悲劇では原尉として、一つの定められた
場所で一自のうちに起こる事件を扱っている。第五点目では、必然の結末へと加速度的に~又散していくス
トーリーの組み立ての拡弱さを問題としたが、ギリシア悲劇の幕開きから幕切れまで間然とするところの
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ないプロットの椴密さと、 を打って破局へと突き進むドラマの凄まじい迫力を前にしては、 The
BliとhedaleRomanceにとうてい勝ち目はない。
だがこれらの欠陥ともいうべき諸点が、ギリシア悲劇とは異なる加の演劇的立場から挑めてみると、
却って長所とも見えてくる。その別の演劇的立場とは、ベルトルト・ブレヒトによって創唱された叙事的
演劇のドラマツルギーのことである。叙事的演劇においてもドラマチック・アイロニーがまったく使用さ
れないわけではないが、ギリシア悲劇ほどには重きを置かれない。ブレヒト演劇は、観客が登場人物の知
らないことを知っていて、そのことに半ばi優越感を抱きつつ、ヒーローなりとロインなりの被減を心密か
に待ち受け、期待遇りの結末を迎えた時、欝請していた感情を発散させるというタイプの芝居とは根本的
に異なる。また叙事:的演劇では、役者は舞台上で劇中人物になり切ることなく、あくまで役柄に扮した自
分を冷静に客観視しつつ演技することが求められる。従って、役を役として演じる醒めた意識を保ってい
る登場人物に対して、観客はドラマチック・アイロニーが与える優越惑を存分に味わうことができず、そ
の効果は著しく減退する。 TheBl i thedal e Romanceは五幕二十ニ場とシーンの数が多過ぎるとい
う点に関しでも、ブレヒトの作品では通常の戯曲と比べて、場面分割がはるかに綿かくなっている。顕著
な例を示せば、 fアルトゥロ・ウイの興隆』はプロローグとエピローグと十七の場によって、そして f第
三帝国の恐怖と貧国jはまるでモンタージュのように並べられたニ十四もの場によって、それぞれ構成さ
れている。その上、前者のシーンの中には更にその内部が細かく霞分されているものもあり、第九シーン
などは暗転や溶明を侍度も繰り返して、 a.から g.まで七つのサブ・シーンに分割されている。既定の
結末へと車線的に進むストー 1)…の収数性の欠如にしても、叙事:的演劇では強味にこそなれ、弱味とはな
らない。ブレヒトは fマハゴニ…市の隆盛と没落jの後書きに付した有名な対照表の中で、従来の伝統的
な演劇と自らの叙事的演劇の形式上の棺違点を比較して、前者が「結末に向かつての緊張J、「場面は他の
場面のためにあるJ、「出来事・が直線的に進む」のに対・して、後者は f行く遵々での緊張J、「各場面はそれ
自身のためにある」、「出来事が曲線を描いて進むJとしている 010一見すると短所とも思える The
Bli thedale Romanceのプロットの組み立ての散漫さは、叙事的演劇の観点に立っと長所に変じる。
私は先の論文において、 TheScarlet Letとerはギリシア悲劇的性搭とブレヒト演劇的性格の両
者を併せ持ちながらも、後者の色合いの方がより濃く表れていることを論証したそこで当論文の後半
では、 TheBli thedale Romanceをギリシア悲劇と叙事的演劇のいずれに擬するのが適当か検討‘を
加え、 TheScarlet Leととerで示された方向性が更に深まっているのか、あるいは逆に後退しつつ
あるのか探っていきたい。
The Bli thedale Romanceを論ずるに際して、しばしば引揺される有名な文章として、
Coverdaleの以下の言葉がある。
My own par七， in七hese七どansac七ions，was singularly suboどdina七e. 工七
resembled 七ha七of七heChorus in a classic play， which seems七obe seヒ
aloof fどom七hepossibili七yof personal concernmen七， and bes七ows七he
whole measure of iヒshope or fear， i七sexul七a七ionor sorrow， onヒhe
for七unesof 0七hers，be七weenwhom and iヒself七hissympa七hyis七heonly 
bond. (97) 
ここで言う n七heChoどusin a classic play"とは古代ギリシア悲劇の fコロスJを指すものと
考えられ、従って自らをコロスに望書えている Coverdaleは、自分の諮る物語をギリシア悲劇になぞら
142 鈴木 繁
えていることになる。この Coverdaleのコロスとしての存在にこそ、 TheBliとhedale
Romanceをギリシア悲劇に擬する第一の根拠が見いだ、される 022 もちろんギ、リシア悲離のコロスは十ニ
人から十五人に及ぶほほ均質の一団から構成されており、 Coverdaleが自分一人だけでコロスと称す
るのは理屈の上から言えばおかしい。事実 TheScarlet leととerにおいて、さらし台の場でコロス
を演じたのはぜューリタンの群衆であった。だがここで問題となるのは、そのような形式ではなく、
Coverdaleカf作中でj寅じている;史書1である。
先の引践の中で、 "bes七ows七hewhole measure of iヒshope or feaど， i七sexul七a一
七ionor soどどow，on七hefor七unesof 0七hers，be七weenwhom and i七self七his
sympa七hyis七heonly bond. "と述べられている通り、コロスには劇中人物の心構に共鳴して、
好'情的な情緒や感情を発露する働きがある。 Coverdaleは客観的で冷静なナレーターには徹し切れ
ず、 Zenobiaやpriscillaの気持ちになりイtわって、怒り、喜び、悲しみなどの感情をあらわにし
ている。閉じく、 "se七alooffrom七hepossibiliヒyof personal concernmen七"とあ
るように、コロスは原則的に舞台上で生起する出来事に深く関与して、その進路を変えることは許されな
い。時に Coverdaleは個人的感情や時奇心から、ナレーターとしての立場を逸脱し、事件に直接関
わってしまうことがある。13 しかしながら彼の言動が物語の大きな流れに影響を及ぼすことはない。彼の
存在に左右されることなく、結局一連の出来事ーはその行き着く先へと流れていく。彼は、、土七 was
impossible no七七obe sensible，七ha七， whi工e七hese七hどeecharac七ersfigured 
so largely on my pどiva七e七hea七re，工一七houghprobably reckoned as a friend 
by all-was a七besヒbu七asecondary orヒer七iarypersonage wi七heiヒherof 
七hem."(ブ0)と語っているように、所詮自分が第三者あるいは副次的人物に過ぎず、 Zenobia、
Hollingsworヒh、priscillaの開の親密な関係に入っていけないことを重々承知しているoH ギリ
シア悲劇におけるコロスの役割のーっとして、事件が持つ意味を省察したり、そこから数訴を引き出した
り、侍らかのコメントを加えたりすることがあるが、 Coverdaleはその点も心得ていて、、、工七 is
his office . . .七ode七ec七七hefinal fi七nessof inciden七七ocharac七er，and 
distil， in his long-brooding七hough七，ヒhewhole morali七yof七heperfor-
mance. "(9ブ)と述べている。15そしてそれ以外にも、本人が直接自分の仕事の範圏と規定しているわけ
ではないが、 Coverdaleにはコロスに相応しい働きが認められる。コロスは舞台上で登場人物によっ
て演じられることのない事の成り行きを説明して、劇の始まる前に起こった事件と、終わった後で起こる
事柄を紹介する。とすると TheBliとhedaleRomanceにおいて、多くの出来事が作中人物のアク
ションと台詞ではなく、 Coverdaleのナレーションによって説明されているという欠陥は、コロスに
よる解説と見なせば、いささかなりとも弁明の余地が認められよう。また暖味な暗示を用いて、 ドラマの
次なる展開に対する観客の期待感を高めることも、コロスのよく用いる手である。現在の時点から過去を
物語る Coverdaleは、自分は既に事件の全貌を知った上で、これから起こる出来事を思わせぶりに灰
めかすことで、読者の好奇心に巧みなくすぐりを与えている。あるいはコロスは幻覚を自にすることに
よって、未来への漠たる予感や不安をかき立てることがあるが、 TheBli thedale Romanceでも
Coverdaleが見た意味ありげな夢についてたびたび雷及がなされている。それは Coverdaleの願
望や恐れの無意識の表れであると同時に、その後の事件の行方を予知するものともなっている。
The Bl i thedal e Romanceをギリシア悲劇的と称する第二の理由として、被害者と加害者を明確
に分かつことが国難である点に注目してみたい。瓦いの利害関係が援雑に絡み合う人間社会においては、
地者の利益が自己の損失となり、あるいは逆に自己の利益が他者の損失となる事態がしばしば起こりう
Hawthorneの TheBli thedale Theater 143 
る。このような世界観に立脚するギリシア悲劇にあっては、一方的に被害者であったり、加害者であった
りする人間は存在しない。どのような人物であれ、本人が意識すると否とにかかわらず、必ず被害者とし
ての顔と加害者としての顔を併せ持っている。
The Bli thedale Romanceの登場人物についても向じことが言える。誰かある人物を全面的に被
害者であるとか加害者あるとか決めつけることはできない。 Zenobiaの自殺に大きな責伍を有する
日01工ingswor七hは、加害者としての劉面が濃いことは確かで、ある。「エリオットの説教壊」での彼の
非情な裁きが、彼女を絶望的な苑へと追いやった事実は吾定しがたい。しかし彼がprisci1工aを
Wes七erve1七に引き渡すことを黙認した際、 Zenobiaから強力な鵠きかけがあり、彼は犯罪者更生
施設を建設する費用の提供を餌に誘惑されたものと推察される。とすると、彼のエゴイスティックな野心
に巧妙に取り入り、悪巧みの共犯者に引きずり込んだ Zenobiaは加害者に、手もなく畏にはめられた
Ho11ingswor七hは被害者にと、ニ人の立場は逆転する。だがいかに日ollingswor七hでも、何
の科もない prisciユaを金欲しさにWes七erve1七に売り渡したとあっては、加害者の汚名は免
れまい。成程、 Prisci11aはHo11ingswoど七hに何ら害をなしておらず、その留から見れば
Ho11ingswor七hは弁明のしょうがあるまい。だが彼は人間的弱さを Zenobiaに衡かれて、心なら
ずも悪競な金みに加盟させられた点や、彼が己の卑劣な行為を深く悔いている点などを考慮すると、情状
酌最の余地なしとしない。当の Prisci工1aにしても、被を愛するがゆえにその罪を赦しており、被害
者との意識は感じられない。で、は prisci11aに害を与えた元凶は、 Ho11ingswor七hを唆した
Zenobiaで決まりかとなると、そうとも雷い切れないo Zenobiaの心の中に、 Ho11ingswor七h
をめぐる恋のライバルである Prisci11aを排除したいとする目論みがあったことは苔めまい。しかし
彼女ははかりごとを巡らした張本人ではなく、最初に話を持ちかけたのはWes七erveエヒであった。し
かも彼女はWes七erve工七から、もしも計画への協力を拒めば、二人の夫婦関係を暴露すると脅しを受
けた可能性が高い。恋する Ho11ingswor七hに秘密を知られることは、彼女にとって眠えがたかった
に違いない。また Zenobiaの置かれた心理的立場からすれば、 Prisci11aの存在は
Ho11ingswor七hとの仲を邪魔するれっきとした加害者だ、った。
この三人に絡むCoverda1eの位寵関係はきわめて竣味なものとなっている。というのも、彼らの濃
密な三角関係に入っていけず、疎外感に悩まされる Coverda工eは、常に傍観者としての立場に留まっ
ている。従って被害者なり加害者なりになるほどの強い人間的繋がりを彼らとの間に結ぶに至っていな
い。とはいえ、加害者一被害者関係から完全に免れているというわけでもない。彼は一方では
Zenobiaの秘密を探り出そうとしつこく嘆ぎ回り、彼女に不快感を与えているが、他方では彼女から
鴎りを受けたり、邪険に扱われるなどして、心傷つけられている o Ho11ingswor七hは自分の計画に
参加するよう Coverda1eをしつこく勧誘し、一旦断られると、今度は味方から敵へと途端に態度を転
じる。おまけに Ho11ingswor七hはZenobiaに気があると見せかけておき、最後の最後になって
Coverda1eが愛を捧げる prisci11aをあっさり奪い去ってしまう。つまり狂o工1ingswor七hは
加害者で、 Coverda工eは被害者という見方が成り立つ。しかし Ho11ingswor七hの気持ちからすれ
ば、病床にあった Coverda1eを献身的に看病するなど、あれほど親切を尽くしたにもかかわらず、博
愛主義的大義への協力を拒むとは、忘恩もはなはだしい。しかも Coverda1eはHo11ingswor七h
のPrisci11aに対する背信行為や、 Zenobiaの死に対する責任を後々までもしつこく追及し続け
る。 Prisci11aの心の奥を執掲に探ろうとする Coverda1eは、彼女とっては迷惑な存在であった
かもしれないが、加害者というほどのことはあるまい。一方、被女から愛を拒まれた Coverda1eI土、
あるいは密かな被害者意識を抱いていたかもしれない。だが彼から愛されているなどと気づいてすらいな
144 鈴木 繁
い彼女にしてみれば、まったく自らの与り知らぬところである。
残る Wes七ervel七と Moodieの二人にしても、ここでいちいち検討を加えることは差し控える
が、人間関係を眺める視点の置き方の違いに応、じて、加害者もしくは被害者のいずれともなりうる。例え
ば、秘密の夫婦関係を材料に Zenobiaを脅迫する Wesヒervel七は、加害者以外の何者でもないが、
姿に逃げられ、顧みられることのない夫としてのWes七ervel七は、気の毒な被害者と見えなくもな
い。 Zenobiaが相続を予定していた財産を奪って、後女を自殺へと追い込んだMoodieは加害者かも
しれないが、その Zenobiaから愛娘Priscillaを邪険に扱われたMoodieは被害者でもある。こ
のように TheBl i thedal e Romanceの登場人物の間には、加害者…被害者の関係が網の自のよう
に張り巡らされており、読者としては誰か特定の人物に悪役を押し付けて、それで事足れりとi登ましてい
るわけにはいかない。
The Bli thedale Romanceにギリシア悲劇との類似性を見て取る第五の論拠は、カタルシスを引
き起こす仕組みにある。ギリシア悲劇とアリストテレスによるカタルシスの理論は切っても切れない関係
にある。 TheBl i thedal e Romanceにおいてカタルシスが引き起こされるのは、物語のクライマッ
クスである Zenobiaの死を契機とする。先に述べたように、この作品はストーリーが進行するにつれ
て、漸進的にスピード感を増し、テンションが高まっていくといったプロットの緊密牲に欠けるため、物
語の結末で実際に読者がカタルシスを感じるか否か覚束ないが、少なくともそのための条件だけは揃って
いる。薄々ながらも予感された Zenobiaの自殺が現実のものとなった時、読者の心の中に「あわれみJ
と「恐れjの念が呼び起こされ、カタルシスに達するという閣式が想定される orあわれみJと「恐れ」
が喚起されるのは、アリストテレスの『詩学jによれば、「われわれ自身と相似た人間jが f不相応な不
を身に受ける」時とされる 016rわれわれ自身と相似た人間jとは、我々誰しもが通有する人間的弱さや
愚かさを免れない者のことである。そして、その弱さゆえに過ちを犯して、自ら不宰を招き寄せ、その愚
かさゆえに身にi怒りかかる災いを増幅させて、ついには悲劇的破滅の時を迎えるのである。
The Bl i thedal e Romanceのヒロイン、 Zenobiaは美貌であるのみならず、知性と教養にも秀
でた、まさに才色兼備を地で行く女性である。彼女は女壌であり、文築家であり、講演も行うといっ
合に、向かうところ可ならざるなしの観がある。にもかかわらず、彼女も所詮は一人の女性であり、従っ
て人間共通の欠点から逃れることができない。彼女は虚栄心が強く、騒慢で、身勝手で、ある。おそらくそ
の性格が災いして、彼女は深く考えることもなしに、男前で羽振りのよさそうなWes七erve工七と結婚
してしまう。これが転落へと至る最初の一歩となって、彼女は災尼の渦に巻き込まれていく。だが自分の
犯した誤りを惜った彼女は、そのまま流れに身を任せることを肯んじない。彼女はWes七ervel七と挟
を分かち、日ollingswor七hと新たな人生を始めることを夢見て、ブライズデイルの実験に参加す
る。だが新規まき@:しを閣ろうにも、一度犯してしまった過ちは、そう簡単に帳消しにできるものではな
い。過去の忌まわしい亡霊はユートビア農場の牧歌的な世界の中にまで侵入してくる。 Wes七ervel七
から Pどiscillaの身柄引き渡しを求められた Zenobiaは、身に付きまとう不幸の執拶jさに恐怖し
たことだろう。今度こそ過去の誤りから完全に手を切れると信じた彼女は、やむなく相手の要求を受け入
れるが、この時彼女は関連いに間違いを重ねることになる。というのも、彼女は自分が助かりたい一心で
地人を犠牲にしたばかりか、ここに災い転じて福となす絶女子の機会を見て取る。彼女の心の奥底に、恋敵
のpriscillaを厄介払いすることで、 Hollingswor七hから遠ざけられるとの思惑が働いたとして
も不思議はあるまい。悪いこととは重々知りながら、彼女はその人間的弱さゆえに誘惑に勝てなかった。
しかし彼女の賭けは凶と出た。彼女は priscillaが血を分けた妹であり、その仕打ちに怒った父
Moodieから財産相続権を奪われることになろうとは予想、だにしていなかった。結局、彼女は
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日ollingswoど七hの愛を失ったのみならず、彼から手厳しい非難を浴びせられるはめに陥る。己の仕
掛けた畏にはまった彼女は、絶望の果てにJIに身を投げる。ここに破渇を避けようと悪あがきをしたため
に、却って破昂の実現を早めてしまうギリシア悲麟特有のパラドックスが看取される。来たして彼女の犯
した罪が、自らの命で賠わねばならぬほど重いものであったかとなると、疑問を覚えざるをえない。かく
して「われわれ自身と棺似た人間jである Zenobiaが、「不相応な不幸容を身に受ける」ことにより、こ
こにカタルシスが生じるものと考えられる。
次にギリシア悲劇にしばしば使用される「議論(アゴーン)Jが、 TheBli thedale Romanceにも
見られることを指摘したい。ギリシア悲劇の「議論Jの場においては、登場人物がそれぞれの立場から
張をぶつけ合い、互いに相手を屈服させようと激しい論争を繰り広げる。 TheBl i thedal e 
Romanceの場合も、主に Coverdale、Zenobia、日ollingswor七hの簡で様々な問題について
活発な議論が展開されている。元来、この作品はドラマチックな事件やアクションに乏しいだけに、論争
的傾向がより顕著に現れている。まさしく Hi工工が、、、he[Haw七horne] has scenes be七ween
Coverdale and七he0七herac七ors七ha七resernblecarefully s七ageddiscussions 
of七he七opics."と述べている通りである 017主だった例だけ挙げてみると、第二幕第三場で
Coverdaleは、病室を訪れた日ollingswor七hとフーリエ主義の可否について意見を戦わせて
いる。「エリオットの説教壇Jを舞台とする第三幕第五場は、 Coverdale、Zenobia、
日ollingswor七hの関で交わされる議論でほぼ全体が占められている。彼らは女性のあるべき姿や権
利に関して、三つ巴の戦いを繰り広げる。第三三幕第六場では、日ollingswor七hがCoverdaleを自
分の計画に引き込もうと説得に努めるが、 Coverdaleは応じようとせず、二人の簡で激しい遣り取り
が行われる。「エリオットの説教壇jの二度目のシーンである第五幕第二場は、作中最大の論戦の見せ場
となっており、互いに相手の非をあげつらう ZenobiaとHollingswor七hの聞で、情け容赦ない応、
闘が交わされる。それに続いて、 Zenobiaが自分の今後の身の振り方や女性の運命などについて、
Coverda工eと話し合う場面が持たれる。
しかしながら、作品の中で議論が提示される仕方とその内容については少々物足りなさが残る。という
のも、論じられた中身が登場人物関の会話だけでカバーされておらず、ナレーターの説明により補足され
ているケースが多々見受けられる。それでも内容が分かればまだよい方で、第五幕第二場となると、ナ
レーターの Coverdaleが議論の場に加わるのに遅れて、大切な部分を開き逃してしまう始末である。
また、たとえ内容が分かったにしても、作品のテーマに直接関係ないとしか思えない論題も含まれてい
る。 TheScarle亡Letterでは登場人物の間で交わされる話し合いの論点が、罪とその{賞いに関す
る開題に絞られていたのに対して、 TheBli thedale Romanceで、はせっかくの議論が作品のテ…マ
を深める役を果たしておらず、事の本質から外れている憾みがある。
続いて、ギ、リシア悲劇に頻出する「発見(アナグノーリシス)J. i逆転(ベリベテイア)Jパターンの The
BliとhedaleRomanceへの適用について考えてみたい。アリストテレスの『詩学j中の言葉を借り
れば、「発見」と「逆転Jとは、それぞれ「無知(気づかないでいること)から知(気づくこと)への転換の
ことJと{劇中の情況が・・・正反対の方向へと転換すること」を意味し、しかもこの両者が同時に起こ
ることが最も好ましいとされる。18The BliとhedaleRomanceにはこの条件に正確に合致するシー
ンが部座に見出される。すなわち、二回目の fエ1)オットの説教壇Jの場面がそれに当たる。それ以前か
らZenobia、Ho工lingswor七h、Wes七erve工七の三名による共謀の事実がまったく知られていな
かったわけではないが、この場に至って漸く事の真相が見えてくる。それは Coverdaleや読者にとっ
てのみならず、当事者の ZenobiaとHollingswor廿1についても同様で、彼らが互いの罪を暴くこ
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とによって、初めて相手の秘められた思惑や、事件の背後に隠された事情等が明らかにされていく。この
f発見」が行われると時を同じくして、 ZenobiaとHollingswor七hが寵かれた清況にも「逆転j
が生じる。 Zenobiaは優雅で高貴なレディーから、他人を犠牲にしようとも、ひたすら己の幸せを追
い求める醜いエゴイストへと転じる。心暖かなヒューマニスト Hollingswor七hは、目的のためには
手段を選ばぬ冷血漢へと姿を変え、彼が誇ってきた廉潔さや道徳的優位は完全に失われる。それに伴っ
て、ユートピアとしてのブライズデイルも陰闇へと反転し、その美しい理想、の絵にどろどろとした人間的
感情や私利私欲を秘めていたことが露呈される。
ギリシア悲劇では殺人や自殺など、残酷なシーンを舞台にのせないことを習わしとするが、この点も
The BliとhedaleRomanceに当てはめることが可能である。ギリシア悲劇では流血を伴うような陰
'惨な出来事は、舞台裏で演じられたものとされ、観客の自から揺されている。ただ観客は使者や報告者の
話を通して、その事実を間接的に知らされるのみである。 TheBli thedale Romanceの中で最大の
'惨事といえば、 Zenobiaの)1への身投げである。彼女の自殺は物語の頭点をなすエピソードでありな
がら、作中ではその場面が完全に省かれており、皆がそれと気づいた時には、既に事は済んでしまってい
る。もちろん、物語の視点である Coverdaleが目撃していなくては、その場の様子は描きょうもない
が、せっかくのクライマックスにしては物足りなさを覚える。ここに TheScarlet Leととerで
HesterとDimmesdaleの姦通シーンを描こうとしなかった Haw七horneのメンタリティーと相通
じるものが感じられる。
これまで数点にわたって、 TheBl i thedal e Romanceとギリシア悲劇に共通する特衰を論じてき
たが、ある作品が真にギリシア悲劇的か否かを判ずる最も確かな試金石は、何よりもまず運命悲劇として
の性格の有無にこそ存しよう。ギリシア悲劇といわれて、真っ先に我々の頭に思い浮かぶイメージは、無
力な人間が残酷なる運命の歯車に巻き込まれて、避けがたい破局へと追いつめられていく姿である。
The Bli thedale Romanceの場合も、まるで必然の運命に導かれるかのように、種々の出来事が
次々と積み重なって、物語はついに悲劇的結末を迎えるというパターンをたどる。作中での事件の連鎖を
跡付けてみると、事の発端はプライズデイルへ赴く Coverdaleが、 priscillaの両行を求める
Moodieの依頼に色よい返事を与えなかったことにある。そこで代わりに Ho工 ingswor七hが
Moodieからの頼みを受け、 Priscillaをプライズデイルに連れて行くことになる。社会改革家
Hollingswor七hの崇拝者である Zenobiaは、彼の愛を我が物とする目論みをもって、時じくブラ
イズデイ jレの実験農場に参加する。農場に到着早々、 Coverdaleが病気に濯ったことをきっかけに、
Coverdale、Zenobia、日ollingswoど七h、Pどisci工 aの四人は互いの関係を深める。ほどな
くしてMoodieがプライズデイルに現れ、 Zenobiaがpriscillaをつれなく扱う場関を自撃す
る。 priscillaが異母妹であることを知らない Zenobiaに、 Moodieは密かに警告を与えるo
Moodieに続いて、 Wes七ervel七がユートピア農場に侵入し、 Zenobiaの夫であった立場を利用し
て、 priscillaの身柄を引き渡すよう彼女に要求する。これを Zenobiaは、 priscillaを
Hollingswor七hからヲlき離す絶女子の機会と見て殺り、 Wes七ervel七の求めに応じる。彼女は犯罪
者吏生施設の建設に資金援助することへの見返りとして、 priscillaをブライズデイルから連れ出す
許可を Hollingswor七hより取りつける。一方、日ollingswor七hはCoverdaleにプライズデ
イル乗っ取りの企みを打ち明け、計画への協力を求めるが、 Coverdaleはこれを拒む。ブライズデイ
ルの実態に嫌気がさした Coverdaleは、lllJへ帰ることに決める。彼は宿泊したホテルの窓から、
Priscillaを「ヴェールの費婦人Jのショーに出演させるため、町の下宿屋に滞在する Zenobiaや
Wes七ervel七らの姿を見かける。事情を探りに下指躍を訪ねていった Coverda工eは、 Zenobia
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からすげないあしらいを受ける。好奇心を刺激された Coverdaleは、町の居酒麗にMoodieを喪し
当て、 ZenobiaとPriscil工aの過去について開き出す。 MoodieはZenobiaが裕福な叔父の遺
を相続することを邪魔する。 Hollingswor七hは村の公会堂で演じられた「ヴェールの貴婦人」の
ステージに乱入し、 PriscilユaをWes七ervel七の手から救い出すo Hollingswoどとhは「エリ
オットの説教壊jで Zenobiaの犯した罪に容赦ない裁きを下す。以上のような一続きの出来事の連鎖
の結果、 Zenobiaが)1に身投げして果てるという結末を迎えることになる。
物語のナレーター Coverdaleも、この悲劇が運命の必然によるものであることを頼りに強調してい
る。一例を示すと、二度目の「エリオットの説教壇」の場で、彼は、、OnHollingswor七h's brow， 
i七hadlefヒas七amplike七ha七ofirrevocable doom， of which his own wi工1was 
七heins七rumen七."(215)と述べて、 Hollingswor七hの意志が、、iどrevocabledoom"の
"ins七rumen七"であるとしている。またf度はイ乍中に、、、des七iny"、、doomed"、"Provi-
denceヘ、、fa七eぺ "fa七al"、、des七ined"等の運命の力を示唆する言葉をやたらと多用してい
る。 Coverdaleに劣らぬほど、一連の出来事に避けられぬ運命の働きを見て取っているのは、当のヒ
ロインの Zenobiaである。 Zenobiaは「銀色のヴェールJの物語に託して、彼女の身に Priscilla
がもたらす運命的災尼について、 "¥Now，七hefa七eshave so ordained iヒ，七hat，whe七her
by her own wi工工， or no， 七hiss七どangeris your deadly enemy. 工n工ove，in 
worldly for七une，in all your pursui七ofhappiness， she is doomedヒofling a 
bligh七overyour prospec七s.パ(工工5)と諾っている。彼女は自分にとって運命の女である
prisci工工aのことを "¥myevi工 fate'"(220)とも呼んでいる。彼女の運命観を最も端的に示す
のは、死を覚悟した彼女が口にする以下の台詞であろう。
[Tlhe whole universe， her own sex and yours， and Providence， or 
Des七iny，七oboo七， make common cause agains七七hewoman who swerves one 
hair' s breadヒhou七of七hebea七en七rack. Yes i and add . . .七ha七， wi七h
七ha七onehair' s bread七h，she goes all as七ray，and never sees七heworld 
in i七S ヒrueaspec七， af七erwards?(224) 
その運命が行き着く先には Zenobiaの自殺という破局が待ち受けているのであるが、このことも作
中に、、ca七as七rophe"という雷葉を何度も用いることで、読者に対して強く暗示がなされている。
CoverdaleはPriscillaへの浅からぬ関心を表明して、、、工 wouldどeallyhave gone far 
七osave priscilla， a七leas七， fどom七heca七asヒrophein which such a drama 
would be ap七七o七ermina七e."(72)と述べており、ドラマの結末に、、ca七as七rophe"が控え
ていることを灰めかしている。その少し後にも、 "Or，if in earnes七， i七migh七chance，be ー
ヒweenZenobia's passiona七eforce and his[Hollingswor七h'sl dark， self-
delusive egoヒism，ヒo七urnou七 suchearnes七 aswould develop iヒselfin 
some sufficien七ly七どagicca七asヒrophe. . . ." (79)とあり、予め定められた破滅へと読
に心の準舗を迫る。 Coveどdaleがこの、、ca七as七rophe"という言葉を口にする持、「破局J、「悲
劇的結末jという一般的な意味と、芝置でいうところの f悲劇の大詰め」という意味の双方が響いている
ように患われる。
これまで論じたところからすると、確かに TheBl i thedal e Romanceをギリシア悲離になぞら
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えることには、それなりの根拠があることが明らかとなった。この作品の直接の典拠として、エウリピデ
スの『パッコスの信女jをその一つに数える評者さえいるしかしながら、これで TheBli thedale 
Romanceの演劇的特性が解明し尽くされたかとなると、未だ納得しかねる部分が残る。それはほかで
もない、この作品をギリシア悲劇的とする最大の論拠、すなわち運命悲劇としての性格の中に、その主張
をくつがえす最大の弱点が含まれているためである。
先程、ストーリーの発端から結末に至る事件の連鎖について記したが、それは正確に雷うと一本の鎖状
にはなっていない。 TheScarleとLetterでは事件の始めから終わりまで、およそ余分なエピソー
ドが付け加わることなく、たとえ好余曲折はあっても、一筋の道をなして続いていた。ところがThe
Bli thedale Romanceとなると、中心となる鎖こそ一本通っているが、そこに脇から何本も別の鎖
が繋がっていて、いささかいびつな形状を呈している。しかも、それらの鎮は必ずしも中心となる太い鎖
の補強に役立ってもいなければ、調和ある全体を構成する不可欠な一部ともなっていない。アリストテレ
スによれば、「悲劇とは、完結したひとつの全体としての行為の描写でありj、「出来事の諸部分を組み立
てるにあたっては、そのどれ一つを他の場所に移したり取り去ったりしても、たちまち全体が動かされて
ばらばらに解体してしまうような、そのような緊密な構成を物語にあたえなければならないjとされるf
それに加えて、 TheBli thedale Romanceでは連鎖する事件の鎖の環がいく笛所か欠けていて、
いわゆるミッシング・リンクが生じている。例えば、 priscillaが再び fヴェーjレの貴婦人Jの舞台
に上がっていることを、 Moodieがどのようにして知ったのか、そのいきさつは小説を読む限り、どこ
にも書かれていない。町に貼り出されていた宣伝のポスターを見たのか、それとも酒場でCoverdale
から密かに耳打ちされたのか不明で、ある。あるいは、 priscillaの身柄を Wes七ervel七にヲiき渡す
企みに、 Hollingswor七hはどこまで関わっていたかについても、作中では鳴らかにされていない。
彼は Zenobiaに積極的に手を貸したのか、それとも見て見ぬふりをして、黙認していただけなのか。
また彼は priscillaが fヴェールの貴婦人jを演じることや、 ZenobiaとWes七ervel七の過去
の関係にどの程度まで気づいていたのか。彼がPriscillaをWes七ervel七の手から救い出すこと
を決意するに至った経緯も分かっていない。彼はいつ、どのようにして Zenobiaが財産を失った事実
を知ったのか。新聞記事で読んだのか、それとも Coverda工eがこっそり教えたのか。彼に村の公会堂
でPrisci工 aが fヴェールの貴婦人」のショーに出演することを教えたのも、問じく Coverdale
なのか。
吏には、たとえ鎖の環自体は存在していても、それがそこにあることが偶然の産物に過ぎないケースも
ある。そのきわめっきの剖として、 Coverdaleが町のホテjレの窓から、下宿屋に滞在する Zenobia
たちを発見するエピソードがある。ボストンとおぼしき大きな町の中で、 Coverdaleの指泊するホテ
lレの裏に位置する下宿に、しかも窓からちょうど見えるところに、 Zenobiaたちがたまたま部屋を借
りる確率はきわめて低い。このような出来過ぎた偶然は、一旦動き始めた事件の不可避の連鎖という観念
とは怒1染まない。あるいは人間の呂からは関然としか見えないものも、天の定めた運命の必然であると
われれば、それまでかもしれない。しかし突発的事件や過度の偶然に頼ったストーリー展開は、一時的に
強いインパクトを呼び起こすことはできても、その乱用は読者を興醒めさせかねない。
The Bl i thedal e Romanceは悲劇的運命に立ち向かう主人公たちの姿勢という点においても、運
命悲劇の登場人物としてはいかにも弱い。つまり、主人公が苛酷な運命の大波に襲われて、そのまま流さ
れてしまっては悲劇とならない。いかなる逆境に遭おうとも、敢然として闘いを挑み、その末に雄々しく
打ち果てることこそ求められる。 TheScarlet Letterのヒロイン Hes七erは庄儲的な敵を前にし
て一歩も退くことなく、自らの愛と信念:を貫こうとした。ところが TheBl i thedal e Romanceの
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ヒロインは、暴虐なる運命に立ち向かう意志を途中までは示しているが、最後になって諦観に取り態か
れ、自ら命を投げ出してしまう。先に指摘したように、彼女は一連の出来事に運命の力が働いているとす
る発言を、作中で伺度も繰り返している。これは彼女がこれ以上運命との闘いを諦めたことの意思表示で
あると問時に、己の非力への言言い訳ともなっている。このように自分から負けを認めてしまうようでは、
とても悲劇のヒロインはっとまらない。たとえ勝ち自のない闘いと分かつていても、最後の最後まで果敢
な抵抗を示してこそ、真の悲劇の主人公に相応しい。山内登美雄によれば、「人間の生き方として死ぬこ
とにおいてしか自己の忠実な実現がありえないとき、すすんで死を選ぶことほど人の心を動かすものはな
い。それこそ人間の悲劇的な生き方の一つである。それは死を選ぶ人関の強靭で、、ひたむきなパーソナリ
ティの、つまり、主体的な精神の存在を証しだてるjとされる。21 しかし Zenobiaの場合は、単に絶望
に駆られて、あるいは日ollingswor七hへのつらあてに自殺したとしか思えず、山内の雷う「悲劇的
な生き方jには当たりそうもない。
4 
以上に見た通り、 TheBli thedale Romanceは、主人公が人間の力で、はどうにも抗いがたい運命
の渦に巻き込まれ、もがきにもがいた末に、結局既定の破滅を迎えるという運命悲劇のドラマツルギーか
らすると、多分に物足りなさが残る感は否めない。そこで次に加の可能性を探るため、 The
Bli thedale Romanceとの類縁関係が期待されるもう一つの演劇、つまり叙事的演劇に考察を移し
たいo
The Scarleとふeととerにおいて我々は、物語の終わりになって思いがけない文章にぶつかり、少
なからぬショックを受けるという経験をした。読者はこれまでのストーリーの自然な流れからして、事件
は然るべき結末を遂げ、後は後耳語を残すのみとなり、 ドラマは静かに幕を閉じるものとすっかり安心し
切っていたところ、最後の一文で不意打ちを食らうことになる。そこで物語は様相をがらりと変え、読者
は今までの読みがましかったか苔か、再度検討を追られる。すると必然の鎖に縛られたギリシア風運命悲
劇と見えた物語の仮面の背後から、ブレヒト風叙事的演劇としての顔が現れてくる仕組みとなっているf
The Bl i thedal e Romanceにもこれと開じからくりが仕掛けられており、問題となる最後の一節
は以下のようになっている。
工perceive， moreover，七ha七七heconfession， brief as iヒshallbe， will 
ヒhrowa gleam of ligh七 overmy behav工orヒhroughou七七he foregoing 
inciden七s，and is， indeed， essen七ial七o七hefull undersヒandingof my 
s七ory. The reader，七herefore， sエnce工 havedisclosed so much， is 
en七i七ledヒ0 七hisone word more. As工 wriヒei七， he will chari七ably
suppose me七oblush， and七urnaway my face:一
工一工 myself-wasin love-wi七h-PR工SC工LLA!(247) 
り手Coverdaleはこの文寧の寸前にも、小さな秘密があることを灰めかしているが、読者はきして
気にもせず、彼が別れの挨拶でも告げて、ドラマはこのまま速やかに幕を迎えるものと期待していたこと
だろう。ところがCoveどdaleはご丁寧にも、この最後の一言がそれに先立つ諸々の出来事における披
の行動に新たな光を当て、物語への十全な理解をもたらすであろうことを前置きした後、実は自分は
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priscil工aに恋していたと打ち明ける。この思いもかけない告白に、読者の多くは呆気にとられ、大
間円がもたらすはずの心地よい満足感を妨げられることになる。というのも読者はてっきり、彼が愛して
いたのは prisci工laではなく、 Zenobiaだと思い込んでいたからである。披がこれまで Zenobia
に捧げてきた称賛の言葉、彼女に纏わり付いて秘密を唆ぎ回るしつこさ、彼女の死を悼む痛切な心情など
からして、彼の愛が向けられていたのは当然 Zenobiaと予想された。 priscillaへの関心が示され
ていなかったわけではないが、それはまるで、大人の幼い子供に対するような、あるいは兄の年若い妹に対
するような愛情としか感じられなかった。だが、その気になって作品をもう一度注意深く見産してみる
と、確かに Coverdaleがpriscillaを一人の女性として愛していたと読めなくもない。ごく自立
たなくはあるが、彼の言葉の端々からその秘められた想いがそこはかとなく感じられる。すると事は単に
Coverdaleの愛情が奈辺にあったかという問題に留まらず、物語全体の解釈にまで拡大される。つま
り彼の愛の対象は Zenobiaにあったと考えていた時には、残酷な運命に翻奔されるヒロインの悲劇を
扱った物語として読めたものが、彼がpriscillaを愛していたとなると、披女はにわかにヒロインに
格上げされ、その彼女の愛をめぐる二人の男による戦いの物語とする読み方も可能となる。それに伴っ
て、従来CoverdaleのHollingswor七hに向けられた怒りは、日ollingsworヒhが Zenobia
を日のエゴの犠牲に供したことに由来すると解されたものが、 Hollingswor七hに愛する
Priscillaを奪われたことへの執念深い男の嫉妬に起因するとも読めてくる。そして
日ollingswor七hに対する道穂的断罪の言葉は、恋敵への恨みつらみとも間こえよう。 Coverdale
は冷静かっ客観的に高所からブライズデイルでの事件を眺めていたどころか、彼の自は prisciエユaへ
の愛によって曇らされ、歪められていたことになる。
もちろん、これが唯一正しい読み方だと言っているわけで、はなく、他にも様々な解釈が成り立とう。ま
た信用ならないナレーターとして悪名高い Coverda工eのことであるから、この最後の告自も読者を煙
に巻く彼一流の農雷に過ぎないとして、あくまで最初の読みに顕執するという選択肢もありうる。いずれ
の道を選ぶにせよ、ここで最も重要なポイントは、我々読者がこれをきっかけとしてもう一度作品を最初
から読み底す必要に迫られている点にある。そしてここに TheBl i thedal e Romanceとブレヒト
の叙事的演劇との接点が見えてくる。事件の思いがけない展開や登場人物の意想外の言動によって、怠惰
な観客に覚醒を促し、ストー 1)ーの流れに乗った受け身の観劇態度をくつがえして、新たな解釈への多様
な可能性を潤くところにこそ、叙事的演劇のi際立った特性が存する。これにより安易で通俗的な見方から
解放された観客は、最早他人に頼ることなく、自分の頭で考えることが要求される。
そこで次に TheBli thedale Romanceと叙率的演劇の共通点を取り上げながら、両者の近似度
を溺ってみたい。まず第一点目として、 TheBli thedale Romanceは盛んに演劇との関連性を強調
して、自らカfフィクションであることを曝け出している。 TheBli thedale Romanceは The
ScarleとLetterに比べると、所究者に取り上げられる機会は少ないにもかかわらず、こと演劇との
類似性というテーマに絞ってみると、はるかに多く論考の対象とされてきたことは先に見た通りである。
その理由のーっとして、作者自身がこの作品を尉に見立てている点を見逃すわけにはいかない。
Haw七horneはそのことを序文の中ではっきり している。
工n shor七， his [七he Au七hor's 1 presen七 concern wiヒh 七he Socialis七
Communi七yis merely七oes七ablisha七hea七re， 工i七七leremoved from七he
highway of ordinary七ravel，where七hecreaヒuresof his brain may play 
七heirphan七asmagoricalan七ics，wi七hou七 exposエng七hem七o七00close a 
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comparison wi七h七heacヒua工even七sof real lives. (1) 
叙事的演離においても、今観客の自の前で展開されている出来事が艇であることを隠そうとしない。とい
うのも、もしも観客が舞台上の俳優の演技を現実と思い誤って、ヒーローなりヒロインなりに過度に感清
移入してしまっては、その内容を批判的に吟味することができなくなる恐れがあるからである。自分が観
ているものは作り物の芝居に過ぎないと意識していればこそ、観客はドラマの世界から客観的距離を置
き、冷静に判断を下すことが可能となる。そのためブレヒト劇では、ドラマが開始される前にナレーター
的人物が舞台に現れ、これから演じられるのは芝居である旨を声高に宣することが珍しくない。
その典型的な剖が『まる頭ととんがり頭jに見られるが、この作品は更にその上をいっている。通常の
演劇では、物語が進行していく過程で、登場人物の性棒、職業、社会的地位、家族、過去と現在などが自
ずと明らかにされていくよう算段されている。ところが『まる頭ととんがり頭jでは、序幕でナレ}ター
役の劇場支配人が今から始まる射の中身を簡単に解説した後、ステ…ジに勢揃いした俳優を紹介する。す
ると俳優たちは自分の劇中での役柄を説明して、それに相応しい舞台衣装と冠り物を手に取る。このよう
な操作を経ることによって、これから舞台で起こる出来事は、役者が演じる単なるお芝居でしかないこと
が観客の頭にたたき込まれる。これと舟じように Haw七horneはTheBli thedale Romanceの序
文で、 ¥¥Furthermore，七hescene was in good keeping wi七h七hepersonages whom 
he[七heAuthorl desired七oin七roduce. .. These charac七ers. . are 
en七irely fic七土ous."(2)と述べて、登場人物が決して現実の人間ではなく、劇中の架空の存在に
過ぎないことを強調した後、その主だ、った白人の紹介へと移っていく。
The self-concen七ra七edPhilanヒhどopis七;七hehigh-spiriヒedWoman， 
bruising herself agains七七henarrow 1 imi七a七ionsof her seXi七heweakly 
Maiden， whose七どemulousnerves endow her wiヒhSibylline a七七どibu七eSi
七heMinor Poe七， beginning life wi七hs七renuousaspira七ions，which die 
ou七wi七hhis you七hfu工fervor.. . . (2-3) 
これは単なる人物紹介に終わっておらず、この後に展開される物語の内容の軽い先取りともなっている。
読者は彼ら四人を自律的に行動する生きた人間というよりも、ドラマを演じる特定の役柄として捉えるこ
とを期待される。
The Bliとhedale Romanceと演劇との密譲な関係を示唆する は、序文だけに隈られていな
い。物語の本文中でも語り手Coverdaleはブライズデイルでの出来事を ¥¥drama"とか、、play"な
どと呼んで、たびたび離になぞらえているf ドラマの舞台であるブライズデイルは理想郷アルカデイア
に警えられ、そこでCoverdaleは柄、playa par七， wi七hZenobia and七heres七of七he
日na七eurs，in our pas七oral.' "(43)とされる。つまりユートピア社会の実現を目指すブライズ
デイルでの営みは、素人俳優の夢想家たちの演じる牧歌劇と見立てられている。この見方に開講して
Zenobiaも、¥¥'our pas七ora工shallbe qui七eplayed ou七.' 11 (フ8)と述べてい
る。それを裏付けるかのように、 Coverdaleが町から農場に戻ってきた時、プライズデイルの住人は
様々に仮装を凝らして、総出で野外行列に輿じている。この牧歌離の中で演じられる個々の情景は、しば
しば ¥¥scene"の名で呼ばれ、それぞれに舞台仕立ての趣向が凝らされている。その最も自につく
例が、 Coverdaleが町のホテルの窓から、裏手の下宿屋に泊まる Zenobiaたちの様子を観察する
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シーンである。ここでCoverdaleは、 "Therenow needed only Hollingswor七h and 
old Moodie七ocomple七e七hekno七ofcharac七eどs，whom a real in七ricacyof 
even七s，grea七lyassisted by my me七hodof insu工a七ing 七hemfrom 0七her
rela七ions，had kep七solong upon my men七als七age，as ac七orsin a drama. " 
(工56)との感懐に耽っており、彼の覗き見に腹を立てた Zenobiaが窓のカーテンを降ろすと、れ工七
[a whi七elinen cur七ain] fel工工ike七hedrop-cuど七ainof a七hea七re，in七he
in七ervalbe七ween七heac七s.，(工59)とよヒ輸を用いている。
これらの場面を "scene"とするならば、そこで演技を行う者は俳優として捉えられる。実際、作中
には登場人物を芝居の役者になぞらえる表現が頻繁に見出される。彼らの動作やしぐさは "ges七ure"
であり、彼らの着ている服は "cos七ume"とされる。中でも一番の傑出した役者は Zenobiaで
ある。彼女は元々が本械の女優ということもあって、 "Thes七agewould have been her prop-
er sphere. "(44)と評されており、 Coverdaleの自には、'therewas some七hinglike 
七hei工lusionwhich a grea七 ac七どessflings around her."(工65)と映る。彼女が
Priscillaに向ける一瞬の増しみの表矯は、 "a七ragicac七ress"(78)そこのけであり、
Coverdaleが森の中で耳にした彼女の苦闘の叫び芦は、百七age-declama七ion"(工27)のように開
こえる。
そして登場人物は単に役者と見なされるにとどまらず、彼らは自分が役者であり、劇を演じていること
を自覚しつつ演技している。その際、彼らの演じているという意識が読者にも伝わることで、読者の方も
ドラマを観ているとの意識が常に頭を離れない仕掛けとなっているf この自覚的演技という点について
も、 Zenobiaは他に優って抜きん出ている。ブライズデイル農場での最初の晩、彼女が髪に挿した
艶やかな花を床に投げ捨てる所作は、明らかに周囲からの注目を当て込んだ意識的ポーズである。披
女は自分に割り当てられた役を十分心得ていて、自らを、、、七ragedy-queen'"(142)とも、、、a
de七hronedprincess' "(219)とも呼んでいる。その役柄に相臨しく、 Hollingswor七hの裏切
りを知った彼女は、、、aql.ユeenlyges七ure"(220)をもって Pricillaをその場から立ち去らせ、
"the ac七ofa queen . . . discrowning herself" (226)として、頭から宝石の髪飾りを外
す。その時の彼女の様子は、、、Theeffec七ofher beau七ywas even heigh七enedby七he
over-consciousness and self-recogni七ionof i七.・・・ "(226)と記されている。そ
して最後には HamletのOpheliaでも気取ったものか、失意の王女よろしく、 }Iの淵に身投げして
果てる。
The Bl i thedal e Romanceに見て取れるブレヒト演劇的特徴の第二点目として、劇中劇の使用が
指議されよう。外界から遮i訴された劇場の閣の中に座る観客は、時にドラマの世界にのめり込むあまり、
舞台上の出来事を現実と取り違えて、冷静な判断力を失う危険性がある。そこで叙事的演劇では、劇の中
でもう一つ別の創を演じてみせて、それを劇中人物が見物するという場面を設定することがある。劇中劇
を自にすることで観客は、自分も離を観ているという事実に改めて思い主り、劇を劇として眺める批判的
な自を取り戻す。
The Bliとhedale Romanceで、真っ先に目につく劇中尉は、 Zenobiaが披露する f銀色のヴェー
lレjの物語と、 Moodie老人から開いた話を Coverdaleが語り産した Faun七工eroyのエピソード
である。 Zenobiaは大勢のブライズデイ jレの住人を前に、声音や表情を豊かに用いて、まるで演ずる
がごとく、 f銀色のヴ、エールjの話を語って聞かせる。最後にはガーゼの布切れを小道具に使って、物語
の情景を再現までしてみせる。彼女はそれ以外にも、ブライズデイルの夕べの楽しみとして、
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、fragmen七arybi七sof七hea七ricalperformances， such as single ac七sof 
七どagedyor comedy， or dr釘 na七icproverbs and charades. "(106)などで、見物人を喜ば
している。更に彼女は活人翻(七ab1eauvi vian七)を演じて、様々な人物になりすまし、額縁の中で
ポーズを取ってみせる。その姿はまるで女鐙が、舞台を囲む額縁状の枠である prosceniumaどchの
中で、タブロー(七ab1eau)のポーズを決めているかのようである。それに対して、 Moodieが語る
Faun七1eroyの話を開く聴衆は、 Coverda工e一人しかいない。しかしMoodieの桧欝な常の態
度からは思いも及ばないことに、彼が自らの半生を物語る様子は、 "Therewas， by-and-by， a 
cer七ainexuberance and e1abora七enessof ges七ure，and manner .・・・"(工81)と
描写されている。おまけに話の最後にはMoodieとZenobiaの対話のシーンが挿入されていて、あ
たかも劇の一場面のごとき惑を与える。
劇中劇を想わせるシーンはこれだけにとどまらない。作品冒頭でCoverda1eが見物した「ヴェール
の貴婦人jの公演は、作中でその場景が描かれていないため除外するにしても、彼が村の公会堂で告にし
た二度目のパフォ…マンスは、十分に劇中劇としての資格を備えている。それは単にECで開くだけの講演
というよりも、日で見て楽しめる実演となっており、ショーとしての色彩が濃い。まるでアラビアン・ナ
イトの魔術師のようないでたちで登場したWes七ervel七は、古代ギリシア劇が演じられた円形劇場さ
ながらの amphi七hea七どeで、芝居っ気たっぷりに見世物を演じてみせる。ショーが佳境を迎えた持、
Hol1ingswor七hがステージに駆け上がって、 Wes七eどve1七のパフォーマンスが紡ぎ出すイリュー
ジョンの世界の鹿構性を暴露してしまうように、 TheBl i thedal e Romanceの読者も物語が織りな
す仮想、現実の呪縛を打ち破ることが期待される。
叙事的演劇においては、裁判の場面が劇中劇に類するものとして捉えられている。というのも、裁判で
は原告、被告、判事、検事、弁護士なと守の配役が予め決められていて、各々がそれに相応しい役柄を演じ
ることが求められる。また人に観られることを念頭に置いている点でも、演麟と相通ずるものがある o
The Bl i thedal e Romanceに裁判のシーンを探してみると、すぐに二度目の fエリオットの説教
壇」の場が思い浮かぶ。 Coverda1eによれば、日011 ingswoど七hは魔女裁判のいかめしい判事に、
Zenobiaは裁きを受ける被告の魔女に、 prisci1laは魔女の呪いをかけられた犠牲者にそれぞれ見
立てられている。 Zenobiaもこの場を法廷に警えて、日ollingsworヒhが裁判官とi倍審員と告発者
を兼ねることの非を鳴らし、二人が共に被告として判事 Coverda1eの前に立つことを要求する。ここ
でZenobiaとHo1工ingswor七hの間に交わされる会話には、裁判に関わる用語が頻出している o
Ho11ingswor七hから死刑に等しい判決を宣告された Zenobiaのために、わざわざ神父の役まで準
備されている。 Coveどda1eは教講師の勤めを果たす神父さながらに、彼女の最期の告白を聴開し、慰
めと同情の震葉を与え、その葬儀までも取り仕切っている。お
劇中劇とは別物ながら、類似の効果をもたらす仕掛けとして、叙事的演麟では歌、踊り、仮面などの使
用がしばしば見られる。歌や鵠りによるパフォ…マンスを突如ステージに乱入させることは、観客に舞台
上の出来事を現実と錯覚させる、いわゆるイリュージョン演劇の幻影を打ち砕くには、大変有効な手立て
である。まさか我々が生きている現実の租ー界で、人が突然合認を歌い出したり、鋪りで動作や感情を表現
したりすることはあるまい。ここにブレヒトのいうところの異化が生じ、観客は歌や鵠り同様、麟自体も
またフィクションにほかならないことを思い知らされて、醒めた意識へと引き戻される。 The
Blithedale Romanceでも秋の一日、ブライズデイルの住人たちがmasqueradeに浮かれ興じて
いる。彼らは思い思いに珍妙な{反装を凝らし、音楽に合わせて蹄り狂う。そこに生じる日常的現実との奇
妙なず、れが、彼らの企てるユートピア社会の非現実性を暴き出すと同時に、作品世界そのものの虚構性を
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もあらわにしてみせる。
The Bl i thedal e Romanceと叙事的演劇の親近性を示す第三点目として、細かく註切られた幕分
けに注自してみたい。 TheBli thedale Romance はKayによって五幕二十二場とエピローグに包
分けされており、これだけでも決して少ないシーンの数とはいえないが、この数字にしたところで過少申
告の疑いが濃い。というのも、 Kayは別の場所や時間に起こった出来事を一つの場に纏めており、従っ
て厳密に計算すれば、更に場の数が多くなることは先に述べた通りである。五幕という区切り方にして
も、各々の幕がそれなりのまとまりを有することは認めるにせよ、互いに関連性の薄いいくつかの場が強
引に同じーっの幕に収められたケースもあり、そもそも幕という形を取らなければならない必然性は感じ
られない。これは近代演劇が伝統的に幕で分ける習'債を、そのまま踏襲したとしか思えない。また五幕と
いう幕の数も、 TheScarlet Leととerをま幕に分けたCowleyに{放つてのことと勘ぐれなくもな
い。それに対してブレヒトは、題材を少ない数の幕に纏めようとする近代演劇のスタイルとは別の劇の在
り方、つまり多数の場が次々と速なっていく作劇法を示唆しているf事実、叙率的演劇は通常の劇に比
べて、緩端に短いシーンが数多く見受けられ、その分だけ場の数が増える結果となっている。とすると、
The Bl i thedal e Romanceは必ずしも大きく五幕で括る必要はなく、叙事的演劇のように多くの短
いシーンが連続するものとして捉えた方が適切ではなかろうか。
しかも TheBli thedale Romanceの場の連なり方は、一見すると繋がりが悪く、いかにもぎこ
ちない感じを与える。ある一つの出来事が必然的に次の出来事を誘発して、事件が連鎖的に引き起こされ
るメカニズムに欠けており、ストーリーは滑らかに流れていかない。途中、ミッシング・リンクが生じて
いて、事件相互の歯車がうまく噛み合っていない簡所もある。これは現実のイリュージョンを観客に喚起
することを旨とする伝統的演劇にしてみれば、重大な欠陥ともなりかねない。ところが、これを叙事的演
劇の物差しで、測ってみると、評価は立ち所に逆転してしまう。従来の缶統的演劇と叙事的演劇を対照した
『マハゴニー市の隆盛と没落jの後書きの付録によれば、前者は「進化的必然的相関性Jに立脚するのに
対して、後者は「飛躍Jを特徴とするf これを岩淵達治の言葉を借りて、もう少し分かり易く説明すれ
ば、「叙事劇の各場各場は次の場の事件の継起を準備するためにあるのではなく、それぞれが全体から切
り離して独立させても完結したストーリーをもっている。さまざまな視角からとらえられた独立したス
トーリーがゆるくつなぎ合わされながら、全体として、短時間に圧縮された従来の劇よりも大きな撹野を
持ちうるjとなるf果たして TheBli thedale Romanceの各場が f独立させても完結したスト
1)ーをもっているJかとなると疑問であるが、少なくとも fゆるくつなぎ合わされJて、「従来の劇より
も大きな視野を持ちうるjことは認めてよかろう。
第四に、 Coverdaleのナレーターとしての在り方に、 TheBliとhedaleRomanceと叙事的演
劇の接点を見てみたい。芝居におけるナレーターの存在は、何も古代ギリシア演劇の専売特許ではない。
エリザベス朝演劇はもちろんのこと、その後の近代や現代の劇においても少なからず自にするところであ
る。そしてブレヒト演劇にもたびたび登場している。叙事的演劇のナレーターはじかに観客に向かつて、
現在の状況や過去のいきさつを説明したり、これから舞台で起こる出来事を予告したり、その出来事の持
つ意味や登場人物の心理などを解説したりする。中でもナレーターの働きがとりわけ目覚ましい作品とい
えば、 fコーカサスの白墨の輪jに指を臨しよう。岩淵達治はこの作品のナレーターの役割を論じて、 fし
かしナレーターとしてつねに物語の輪郭を与えるだけではない。時には過去形で語る物語りの形式をや
め、現在形でいま行なわれる舞台に進行中の事件に関与することもあるし、行なわれた事件に対して注解
を行なうかと思うと、役者のパントマイムの心内の葛藤をも代弁するといった具合であるjと述べてい
るf事実、 fコーカサスの白墨の総jのナレーターをつとめる歌手は、過去と現症の聞を自由に行き来
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し、また単なるドラマの語り手にとどまることなく、自ら舞台にのぼって劇中人物を演じもする。彼は自
在に作中に顔を出し、適宜指示を発しながら、ドラマの動きを的確にコントロールしていく。同様に
The Bli thedale Romance の Coverdale もただ4詰lj~* に 1主手足を力E えるだけのナレーターには最冬
わっておらず、作中人物としても活躍を示している。彼は主に過去の出来事を物語りながら、時に現在に
舞い謀って、今の自分の心境とか暮らしぶりなどを話して聞かせる。そして Craneの指摘にある通り、
、Thenarra七or，Miles Coverdale，どecallinga series of scenes七hroughヒhe
roman七ichaze of a七welve-year-oldmemory， stops七hes七oryaヒwill七o
poin七afinger，七ocri七icise，七ou七 eranachronis七icasides. 11 してしミる。却
先程、この作品にはエピソード相互の間に繋がりの悪さが見られることについて言及したが、その原閣
の一つはナレータ…である Coveどdaleの語りに求められる。一人称の語りであるからには、彼が直接
自で見たり、耳で聞いたりしたこと以外は書くわけにいかない。彼は神のごとき全知の立場にはないた
め、彼の語る話に欠けた部分が生じることは致し方ない。しかしこの作品の場合、ナレーターの限られた
視点というやむをえない事情とは別に、 Coverdaleの語りの姿勢そのものにも問題がある。彼は持に
物事を誇張してみせたり、自分が知っている事実を故意に読者に隠したり、自らの真意を翰梅したりする
なと守の操作を行っている。例えば、彼は前に一度「ヴェーjレの貴婦人Jのショーを見物しているのである
から、ブライズデイルの森の中でWes七ervel七に会った持、当然相手の正体が分かつてもおかしくな
いにもかかわらず、なぜ、かその点については閤く口を閉ざしている。あるいは木のよの揺れ家から
ZenobiaとWes七ervel七の会話を益み聞きしていながら、肝心の部分はほかして、あいにく耳に届
かなかったなどと言って、しらばっくれている。
その上、 Coverdaleのナレーションは駿味で{言頼できないだけでなく、多分に主観的かっ恐意的で
あるという問題も抱えている。彼は作中で岳分の役割をギリシア悲離のコロスと規定しているが、碁本的
にニュートラルで客観的な姿勢が要求されるコロスとしては不適格との印象を拭えない。それに対して叙
事的演離のナレーターは、舞台上の出来事や登場人物の言動に関して、自分自身の意見や心持ちを口にす
ることが少なくない。 Coverdaleはその領向をよりー麿推し進めたスタイルのナレーターとなってい
る。彼が読者の前に現出させる世界は、ありのままの現実の再現ではなく、語り手の気質や空想という
フィルターをかけられて、彼の心の中で演じられる劇のごとき様相を呈している。彼の視覚は個人的感情
や儲見に歪められており、その語り口は概して暖かみを欠き、冷笑的で皮肉っぽい調子を響かせる。この
ようなナレーターの口を通して物語が語られる持、読者としてもつい同じように冷ややかで批判的な物の
見方に染まってしまうため、作中人物に対して共感や親しみを覚えづらい。お陰で読者は物語にのめり込
むことができず、ヒローなりヒロインなりへの感矯移入を妨げられる。 TheScarlet Letterにお
いては、読者をドラマの世界に一主主開化させておき、それから異化で突き放すことで目覚ましい効果を上
げていたが、 TheBl i thedal e Romanceの場合、読者は最初から物語の中に素藍に入っていけない
もどかしさを感じる。
第五に、悲劇的要素と喜劇的要素の浪在に自を向けてみたい。ギリシア悲劇では、ドラマを包む雰囲気
は暗く沈んだ色合いを帯びており、客席の笑いを誘うようなシーンや台認はめったに見当たらない。加藤
行夫によれば、ギリシア演劇における喜劇と悲劇の区別は、結末がハッピー・エンドに終わるか否かには
なく、前者が「滑稽な劇jで、後者が「厳粛な劇」という違いにあるとする 031従って、悲劇の中にたま
たま観客の自に滑稽と映るシーンが含まれることはあっても、本貿的に笑いを取ることを狙ってはおら
ず、一様に培欝の気が厳かに舞台を領している。ところがブレヒト演劇は、悲劇と喜劇双方の要素が分か
ちがたく混じり合っていて、そのいずれとも決めかねる。内容からすれば悲劇的ストーリーが数多く見受
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けられるが、その描き方やムードは多分に喜劇的である。『男は男だ』、 fまる頭ととんがり頭j、fプン
ティラの旦那と下僕マッティト f肝っ玉おっ母とその子供たちj、『ガリレオの生涯j、『アルトゥロ・ウイ
の興隆jなどがそれにさ当たろう。あるいは逆にドラマの結末こそハッピー・エンドの体裁をとっている
が、そこに主るプロセスι思い返してみると、暗然とした気持ちに誘われる作品も少なくない。 f三文オ
ペラj、fセチュアンの善人j、fコーカサスの白墨の翰』などがこのグループに属する。 f三文オペラjな
どは観客の期待を見事に裏切る、取ってつけたようなハッピー・エンドとなっていて、来たして悪党が運
よく処刑を免れたことが本当にハッピーと言えるのか疑問である。 rセチュアンの義人』の幕切れは、デ
ウス・エクス・マキナ、すなわち「機械仕掛けの神Jを用いたギリシア悲劇のパロデイーとなっているが、
神様が出現したからといって、万事めでたく収まるわけではなく、実際には何の解決にもなっていない。
ここにはブレヒトの深謀なる戦略が隠されていて、観客が悲劇の世界に惑溺することを防ぐため、意識的
に喜劇的要素を取り入れていることを彼自身認めているf
叙事的演劇と閉じく、 TheBli亡hedaleRomanceにも悲劇と喜劇の混交が確認される。 The
Scarlet Letterは悲劇としての純粋性・統一性が保たれていて、およそ陽気な笑いを呼び起こす
シーンなど見られなかったが、 TheBlithedale Romanceには comicどelief的なエピソード
が所々に挿入されている。病床にある Coverdaleが寝酒の、、nigh七cap"をPrisci工laに要望す
ると、彼女にはその意味が通じず、本物の帽子の、、nigh七cap"を持ってくる場面や、久々に町からブ
ライズデイルに帰ってきた Coverdaleが、以前世話してやった牛から無視されて、援を立てる場面な
どが、その例として挙げられよう。この作品は基本的には悲劇のスタンスをとっているが、悲劇的事件の
関に喜劇的挿話を挟むことで、一種の明暗効果によって、その悲劇性がよりくっきりと浮かび上がる仕掛
けとなっている。あるいは、 Coverdaleの語り口に含まれるコミカルな調子と、彼が語る事件そのも
のの持つ悲惨さが、喜劇性と悲劇性のコントラストを鮮やかに際立たせ、アイロニカルな効果を生み出し
ているとする見方もあるf だがこの点をブレヒト演劇的発想に立って考えてみると、物語の中に滑稽な
要素を持ち込み、観客を笑へといざなうことで、悲劇的感情にうっかり沈潜していた自分に気づかせる狸
いがありそうである。観客は笑いを通して、気持ちの余裕を取り戻し、イリュ…ジョン演劇の呪縛から解
き放たれる。登場人物に関しでも同様で、悲劇のヒロイン Zenobiaの自殺は読者に激しい悲哀と同情
の念を引き起こす恐れが高い。そこで彼女に対する感情向化を阻止し、異化へと転じるために、 )1底から
発見された彼女の遺体を美しく描いてみせる代わりに、いささかの榔捻と滑稽惑を交えて、グロテスクな
ものとして読者の自の前に提示している。これにより彼女はロマンチックな彩りを剥奪され、読者は醒め
た自で彼女が自殺するまでの経緯を振り返ることが可能となる。
そして最後に第六点日として、物語の包含する陵味性を指摘しておきたい。これこそが The
Bli thedale Romanceと叙事的演劇の践の数ある類似点の中でも、最大のポイントといえよう。通
常の伝統的演劇とは異なり、叙事的演劇では作者が既定の結論を最初から用意しておいて、それを観客に
一方的に押し付けるという形をとらない。ブレヒトが芝居の中で提示するのは問いかけであって、答えで
はない。自分なりの答えを探し出して、最終的結論を下す仕事は、観客の手に委ねられている。そのため
物語の出来事すべてが舞台のよにのせられることはなく、途中いく笛所か穴があいている。あるいはドラ
マの進行は、原因と結果からなる論理的帰結によらずして、多分に不合理で矛盾をはらんだ動きを示す。
登場人物の言動にしても、もっともらしい心理的動機づけや論理的理由づけに欠けている。このように従
来の演劇に比べて、陵昧な領域を広げることによって、観客が自らの頭で考える余地が格段に拡大されて
いる。
The Bli thedale Romanceにもこれと閉じ領i匂が強く見受けられる。作品のテキストは顕片的エ
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ぜソードの連続からなっており、そのまま読んで、いては、ストーリーが滑らかに繋がっていかない。そこ
で読者は隙間を自分で適当に埋めながら先に進んでいかなくてはならない。また作中には多くの謎が潜ん
でおり、そのためエピソードとエピソードの間に不整合が生じて、物語の寵昧性が高められている。その
ような謎の例として、 Moodieが途中で断念した Coverdaleへの依頼の内容、 Moodieがプライズ
デイルに赴く Hollingswor七hにpriscillaを託した理由、 ZenobiaやHollingswor七hが
ユートピア農場に参加した動機、 ZenobiaとWesヒervel七の過去の関係、 Zenobiaと
Wes七ervel七がPriscillaをプライズデイルから連れ出したわけ、 Zenobiaとpriscillaと
Moodieの間の関係などが挙げられよう。これらの疑問は物語を読み進める上で隊りとなることはまず
あるまい。というのも、その多くは物語の途中で謎解きのヒントが与えられており、読者が少々想像を働
かしさえすれば、容易に挽察することができる。とはいえ、それぞれに異なる性格、知識、考え方、人生
経験などを持つ読者であってみれば、その読みに自ずと違いが生じ、多様な解釈が出てくる余地も残され
ている。それに加えて、作中には読者がいくら披理を働かせても、決定的結論に達することのできない謎
が存在している。先述したように、 Moodieはどのようにして Priscillaが「ヴェールの貴婦人J
の舞台に上っていることを知ったのか、 Hollingswor七hはどの程度まで Zenobiaらの企みに加担
していたのか、そして彼はいかなる心境の変化をたどって Priscilla救出を決意するに至ったのか等
の謎はミッシング・リンクとなっており、そもそも絶対的に正しい答えなどありえない。読者はこのよう
な欠落部分を想像力で補いつつ、自分なりの物語を紡いでいくことが求められる。
ストーリーの結末に関しでも向様のことがいえよう。 Coverdaleは自分が愛していたのは、実は
Zenobiaではなく、 Priscillaだったと述べており、この告白がブレヒト演劇的な異化効果を引き
起こす大きな契機となっているが、そもそもこの発言自体が疑わしさを合んでいて、陵味の最たるものと
なっている。この部分を含めて、ナレ…ターの語りそのものが信用できないとあっては、物語全体の信頼
性まで崩れかねない。しかしながら、 DavidsonやFrederickC. Crewsの見解によれば、
Coverdaleの陵味で当てにならない語りは、 Haw七horneの技量不足の結果、たまたまそうなったと
いうことではなく、作者の意閣的な作為に基づくとされるとすると、一人称のナレーターを設定する
ことで、物語が媛昧になったというよりは、逆に物語の暖味性を高めるために、全知の三人称で、はなく、
視点の限られた一人称のナレーターを採用したという考え方も成り立とう。
以上六点について我々は TheBli thedale Romanceに見られるブレヒト演劇的特性に検討を加
えてきたわけであるが、その各々に改めて日を向けてみると、多くは TheScarlet Letとerと共通
していることが分かる。だがここで注意すべきは、単に問じ特性を有しているにとどまらず、二年の年月
を経て、その傾向が更に深められていることにある。 TheBliとhedaleRomanceでは、 The
Scarlet Leととerに比べて、自らをフィクションとしての芝居に見立てるスタンスがより明確に打ち
出され、演劇に関わる比職的表現が数多く髄われている。劇中劇が多用され、しかもそれが劇中離である
ことは最早誰の自にも明らかである。場面の切り替えもはるかに頻繁に行われ、シーンの断片化が進行し
ている。一人称ナレーターの使用は、長篇小説では TheBli thedale Romanceで初めて試みられ
たものであり、 TheScarlet Letterでは三人称となっている。開じく悲劇的要素と喜劇的要素の
混交も TheScarlet Letterにはまだ現れていなかった。物語の中に援味な領域を広く残すこと
で、多捺な読みを可能とし、作品への判断や解釈を読者に委ねる手法は、 TheScarlet Leととerの
場合、限定的にしか使用されていなかったが、 TheBl i thedal e Romanceでは作品全体にわたって
いる。
先に TheBliとhedaleRomanceはTheScarleとLetterに比して、一方では演劇性が弱ま
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り、他方では強まっていて、その弱まっている部分とはギリシア悲劇的特性であり、強まっている部分と
はブレヒト演劇的特性であると述べたが、上記の考察はその見解を裏書きするものといえよう。 The
Bli thedale Romanceは演劇との類似性を維持しつつも、叙事的演劇への額きを一段と深めている
と考えられる。
もしもこの作品をギリシア悲劇の観点から眺めるならば、人障に普遍的なエゴや虚栄心に発した誤った
行為が不可避的に事件の連鎖を呼び起こし、ついには痛ましい破局へと至る運命悲劇と解されよう。だが
叙事的演離の立場からすると、この世に人間の努力によって避けられない運命などありえない。一見運命
と思える物事も、人間の営みがそれを引き起こしたからには、閉じく人間の力で食い止めることができな
いはずがない。最初から運命と諦めてしまって、事の成り行きをただ漫然と挑めているだけでは、それこ
そ運命の成就に手を貸しているに等しい。この見方に立っと、 TheBl i thedal e Romanceで展開さ
れる悲劇は、決して動かすことのできない運命の働きによるものではなく、個々の人間の自由意志、に基づ
く選択によって、変更可能な出来事と見なされる。
例えば、物語の出だしにおいて、もしも Coverdaleが異なる選択を行っていたならば、その後の運
命は7J1jの経路をたどり、結末も違ったものとなっていたと想像される。つまり彼がpriscillaをプラ
イズデイルに伴うことを承知していたとすれば、彼女は日ollingswor七hの保護下に置かれることは
なく、彼との強い精神的結びつきも生まれはしなかっただろう。従って彼は彼女を Wes七eどvel七のも
とに帰す権限もなければ、それだけの影響力もなかったはずで、ある。とすると Zenobiaが犯罪者矯正
施設の建設資金提供と引き換えに、 Priscillaの身柄を引き受けるという狂ollingswor七hとの取
引も成立しない。これ以上先の展開を予想することは閤難であるが、とにかくストーリーが充の作品とは
異なる筋道に向かうことだけは関違いない。
従って我々読者としては、各登場人物がどこでどのような行動を取っていたならば、この悲劇を避けえ
たのか、その方途を探り、今ある物語とは異なる展開を考えることが求められる。 Zenobiaの自殺を
結末とするストー 1)ーは、他にもありえた多くのバリエーションのうちの一つに過ぎない。事件のその場
その場で作中人物がより適切な決断を下すことによって、その後の事態は大きく変化し、 Zenobiaの
身投げという悲劇は妨げたにちがない。
結
Haw七horneはTheScarlet Leととerにおいては、 i詩を持しての長篇第一作ということもあって
か、作品への思い入れの深さが自立ち、感情向化の傾向が強く現れていた。ともすると作者自身が物語の
中に溺れてしまい、あたかも自分がHes七erやDimmesda工eやChillingwor七hであるかのよう
に、彼らの気持ちになり切って、その愛と憎しみ、喜びと悲しみの感情を吐露する感があった。しかし本
来このような激しい感情移入は Haw七horneには似つかわしくないものであった。彼がそれ以前に著し
た短篇小説やスケッチ風の小品に見られる通り、彼の本領は、物事を少々離れた位置から冷静かっ客観的
な目で、時に皮肉な笑いを交えつつ眺めることにこそ存した。いうなれば彼は元来、感情同化よりもブレ
ヒト演劇的な感情異化を得意とする作家だ、った。ところが TheScarlet Letとerでは、彼の身上と
する超然たる姿勢がすっかり消えたわけではないが、それが自につかぬほどに物語への思い入れが横溢し
ている。
だが長篇三作自の TheBli亡hedaleRomanceになると、物語にのめり込むことなく、対象から
適当な距離を置いて観察する彼本来のスタンスに戻っている。作中人物に対しでも、一方で、は理解や共感
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を示しつつも、決して全面的に謂入れすることなく、常に冷静で批判的な態度を保ち続けている。とする
と、彼はこの作品で自らの本分に立ち返り、持ち前の異化の資質を存分に発揮していると見ることができ
る。その意味で TheBl i thedal e Romanceは、作品に対する一般の評価は別として、
Haw七horneらしさの最もよく現れた小説といえよう。
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